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社会状況や子供を取り巻く環境の変化に伴い、学校教育に対する都民の期待はますます

高まっています。 

学校においては、確かな学力の向上、規範意識の醸成、キャリア教育の推進など、教育

内容と教育活動の充実が求められています。また、多様化、複雑化する児童・生徒の問題

や様々な要求をする保護者への対応など、日常的に抱える課題を適切に解決しなければな

りません。学校が教育力を向上させることはもちろん、組織的に課題解決を図る力を付け

ていくためには、学校組織を構成する教員全体の資質・能力を高める必要があります。 

また、現在、教員の大量退職と大量採用の時代にあって、学校の中に急速に若手教員が

増えています。これまで学校を支えてきた経験豊かな教員の実践的知識や指導技術を次世

代に引き継ぐこと、学校組織を支える一員として、若手教員を確実に育成することも、大

きな課題です。 
 
これらの課題を解決するためには、教員の人材育成をどのように図っていくかが大きな

鍵となります。これまでの人材育成の在り方を見直し、組織的・計画的に取り組むことが

大切です。そして、取組の結果として学校の教育力が向上しているか、様々な課題の解決

に結び付いているかを常に確認していきます。 

 

 

 

 

 

人材育成の手段としては、ＯＪＴ、Ｏｆｆ－ＪＴ、さらには自己啓発があります。これ

までの教員の人材育成を振り返ると、これら３つは、それぞれの場で様々な手段を用いな

がら進められてきました。 

例えば、教員は、学校内における定期的な研修会や研究会の場、校長・副校長や先輩教

２ これまでの人材育成とＯＪＴの必要性 

ＯＪＴとは、On the Job Training の略で、「日常的な職務を通して、必要な知
識や技能、意欲、態度などを、意識的、計画的、継続的に高めていく取組」のこ
とを言います。ここでは、学校内における人材育成の取組を指しています。 
 
 Ｏｆｆ－ＪＴとは、ここでは、学校外における人材育成の取組を指しています。
東京都教職員研修センター等で行う通所研修は、０ｆｆ－ＪＴの典型と言えます。 
 
 自己啓発とは、Self-Development と言われ、教員が力量を付けるために、課題
意識をもって、様々な研修や研さんに自ら励むことを指してします。 

１ 学校の現状と人材育成 
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員からの指導等のＯＪＴを通して、様々な知識や技術を獲得してきました。 

また、悉皆研修や課題別研修等のＯｆｆ－ＪＴを通して、自己の経験や課題に応じて研

さんを深めてきました。 

教員によっては、文献の活用、自主研究会や研修会への参加等を通して、自己の課題解

決を図っています。 

しかし、これまでの人材育成は、実際には、教員個人の研修への意欲、育成する側の意

識、学校の取組体制や取組状況などに頼ってきた面が多くあります。 

その結果、人材育成の現状として次のような問題が生じています。 

○学校に所属するすべての教員が、必ずしも着実に力を身に付けているとは限らない。 

○だれに対してどのような育成をするか、だれが育成を担当するかが明確になっていな

い。 

○一人一人の教員の成長が、学校全体の教育力の向上や学校が抱える課題解決に十分に

つながっていない。 

 

こうした育成上の問題点を解決し、教員の人材育成を着実に行っていくためには、学校

内においてＯＪＴを組織的に推進することが急務です。 

ＯＪＴは、職務を通した育成であり、すべての教員を対象として、身に付けるべき力を、

意識的、計画的、継続的に高めていく取組です。一定の時間の中で行うことができ、即効

性があります。一人一人の教員の職務遂行能力を向上させるので、学校全体として質の高

い教育を提供することができ、学校が抱える課題の解決にもつながります。 

 

 

 

 

職務を通じて行うＯＪＴには、次のような実効性があります。 

 

 (1) 新たに時間や場所を確保することなく、学校の職務を遂行する中で育成できます。

必要なときにできるので、育成の機会を多くもつことができます。 

 (2) 一人一人の教員の課題に応じた具体的な取組が可能です。個別に最も有効な方法

で育成することによって成長が早まります。 

(3) ＯＪＴの実施状況や目標の達成状況に応じて、ＯＪＴの方法を適宜改善すること 

ができます。  

(4) ＯＪＴを受ける側だけでなく、行う側にとってもＯＪＴの機会となります。人に

教えながら自分の教育指導や校務分掌遂行の在り方を見直したり、見本となること

で職務への意識が向上したりします。 

(5) 育成される側が、いずれは育成する側になるという、育成機能の連続性を学校内   

に確立できます。 

 

 

 

３ 学校におけるＯＪＴの実効性 
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 ＯＪＴによる人材育成の具体的な進め方を考えるに当たっては、経験年数や職務経験、

能力、職層が異なる一人一人の教員について、身に付けるべき力は何かを明確にしていく

ことが重要です。そのためには、社会状況や子供を取り巻く環境の変化に伴い学校や教員

に求められていることをとらえ、教育活動の場面ごとに整理する必要があります。 

 

(1) 現在、学校が求められていること 

現在の学校が求められていることは、教育指導において求められていることと学校の

在り方として求められていることの２つの側面に大別できます。 
教育指導においては、学習指導要領がねらいとする「児童・生徒に生きる力を身に付

けさせる」ことが求められており、教育の不易の部分、これまでもこれからも変わらな

い教育の基本的な営みであると言えます。 
学校の在り方としては、開かれた学校づくりを推進することや、組織的な運営により

学校の自主性・自律性を高めることが求められています。特に社会状況や子供の変化等

を背景に、保護者や地域、外部機関とのより強い連携関係の構築や苦情への対応等の面

で、今まで学校が行ってきた方法では対応しきれない状況が見られます。これらはかつ

ての学校にはあまり見られなかった今日的かつ重要な課題と言えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 

 

１ 教員が身に付けるべき４つの力

生
き
る
力
の
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成 

確 か な 学 力 基礎・基本の確実な定着 

キ ャ リ ア 教 育 の 充 実 

学習指導

生活指導

進路指導

学 校 が 求 め ら れ て い る こ と 実現場面

開
か
れ
た 

学
校
づ
く
り

外部との 

連携・折衝

学校運営

組織貢献
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め
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て
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こ
と 

学
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の
在
り
方
と
し
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求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と 

豊かな人間性 

地 域 と の 連 携 

外部機関との連携

保 護 者 と の 連 携 
情報発信・情報収集 

折衝・協働・共創 

規 範 意 識 の 醸 成 

健 康 ・ 体 力 

道 徳 教 育 の 充 実 

学
校
の
自
主
性
・

自
律
性
の
確
立 

組織体制の整備 
経営参画  

校務分掌の遂行 
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(2) 教員が身に付けるべき４つの力 

学校が教育目標を達成するとともに、開かれた学校づくりや自主性・自律性の確立を

現実のものとするためには、一人一人の教員に必要な力が備わり、その力が組織的に機

能しなければなりません。 
  教員が身に付けるべき基本的な力を以下の４つに分類し整理しました。 
学習指導力 

授業をデザインする力、ねらいに沿って学習を進める力、児童・生徒の興味を引き出し、個

に応じた指導をする力、主体的な学習を促すことができる力、学習状況を適切に評価し、

授業を進める力、授業を振り返り改善する力 

生活指導力・進路指導力 

児童・生徒と良好な関係を構築する力、児童・生徒の思いを理解し、適切に指導する力、

児童・生徒の個性や能力の伸長並びに健全な心身及び社会性の育成を通して自己実現を図

らせる力、自校の生活指導・進路指導上の課題を発見し解決する力 

外部との連携・折衝力 

保護者・地域・外部機関に適切に対応する力、課題に応じ保護者・地域・外部機関と連

携をとり解決に向けて取り組む力、保護者・地域・外部機関との協働の下、自校の教

育の向上を図る力、学校からの情報発信や広報、保護者・地域・外部機関からの情報

収集を適切に行う力 

学校運営力・組織貢献力 

校務において企画・立案する力、上司や同僚とコミュニケーションをとりながら、円滑に

校務を遂行する力、組織の一員として校務に積極的に参画する力、校務の問題点を把

握し改善する力  
「学習指導力」と「生活指導力・進路指導力」は、主に教育指導において求められる

もので、これまでも校内研修や校外での研修などを通して、育成の機会が多く設けられ

てきました。「外部との連携・折衝力」と「学校運営力・組織貢献力」は、学校の在り

方、今日的な課題への対応として求められるもので、教員が身に付けるべき力としてこ

れまであまり注目されてきませんでした。しかし、現在学校が抱える課題を踏まえると、

教員に必須の力であり、積極的に身に付けさせていく必要があります。 
具体的に示した力の一つ一つは、教員の課題に応じて段階的に身に付けていきます。 

 

＜教員が身に付けるべき４つの力＞ 

 学習指導力 生活指導力・進路指導力 外部との連携・折衝力 学校運営力・組織貢献力 

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力 

○授業をデザインする力 
○ねらいに沿って学習を進める力 
○児童・生徒の興味を引き出し、個
に応じた指導をする力 
○主体的な学習を促すことができ
る力 
○学習状況を適切に評価し、授業を
進める力 
○授業を振り返り改善する力 

○児童・生徒と良好な関係を構築す
る力 
○児童・生徒の思いを理解し、適切
に指導する力 
○児童・生徒の個性や能力の伸長並
びに健全な心身及び社会性の育成
を通して自己実現を図らせる力 
○自校の生活指導・進路指導上の課
題を発見し解決する力 

○保護者・地域・外部機関に適切に
対応する力 
○課題に応じ保護者・地域・外部機
関と連携をとり解決に向けて取
り組む力 
○保護者・地域・外部機関との協働
の下、自校の教育の向上を図る力 
○学校からの情報発信や広報、保護
者・地域・外部機関からの情報収
集を適切に行う力 

○校務において企画・立案する力 
○上司や同僚とコミュニケーション
をとりながら、円滑に校務を遂行
する力 
○組織の一員として校務に積極的に
参画する力 
○校務の問題点を把握し改善する力 
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人材育成を行う際、初任者と２０年目の教員に対し、同じ方針や内容で取り組むことは

通常考えられません。また、経験年数が同じ教員間であっても、一人一人の能力は異なる

ため、同様のことが言えます。人材育成を行うに当たっては、教員の経験や能力、職層に

応じた段階を踏まえることが必要です。 

  

初任者の段階から主任教諭としての段階までを次 

の３つに分けています。 

≪基礎形成期≫ 

学習指導や生活指導、学級経営における教員とし 

ての基礎的な力を身に付ける。また、教職への使命 

感、教育公務員としての自覚を身に付ける。 

≪伸長期≫ 

知識や経験に基づく実践力を高め、初任者等に先 

輩として助言する。主任教諭の補佐を行い、分掌組 

織の一員として積極的に貢献できる力を身に付ける。 

主任教諭になるための必要な力を培う。 

≪充実期≫ 

校務分掌などにおける学校運営上の重要な役割を 

担当する。指導監督層である主幹教諭を補佐する。 

教育指導の専門性を高め、同僚や若手教員への助言 

・支援などの指導的役割を担う。 

主幹教諭に向けて必要な力を培う。 
 
※注  指導教諭は、教諭等に対し教育指導の改善･ 

充実のために必要な指導･助言を行う職であり、 

学校教育法の改正により置くことができるよ 

うになりました。現在東京都教育委員会では、 

設置・任用に向け検討しているところです。 
 
 
 
 次に、主幹教諭としての育成段階があります。 

≪主幹教諭≫ 

校長・副校長を補佐しながら、教員を指導・育成 

するとともに、教務、生活指導、進路指導等の長 

として学校運営において中心的な役割を担う。 

副校長に向けて必要な学校運営ができる力を培う。 

 

２ 教員の経験や能力、職層に応じた育成段階 

〈教諭・主任教諭〉 

〈主幹教諭〉  

 学校運営力・組織貢献力 

小 

・ 

中 

学 

校 

・分掌全体の進行管理や分掌間の調整を
行い、必要に応じ各分掌主任に、指導・
助言を行うことができる。 

・教員の校務遂行状況や、分掌における
教員の意見等をまとめ、校長・副校長
に意見具申を行うことができる。 

・各会議や校務を遂行する場において、
校長の経営方針を周知徹底し、学校運
営を行うことができる。 

・教育指導に必要な研修や研究を、組織
的・計画的に進めるための企画・調整
を図ることができる。 

・ＯＪＴ（人材育成）に率先して取り組
むとともに、実施状況を校長・副校長
に報告し、改善策を提案できる 

 学校運営力・組織貢献力 

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力 

○校務において企画・立案する力 
○上司や同僚とコミュニケーショ
ンをとりながら、円滑に校務を遂
行する力 

○組織の一員として校務に積極
的に参画する力 

○校務の問題点を把握し改善す
る力  

基 

礎 

形 

成 

期 

・分掌主任・学年主任や主幹教諭、
校長・副校長に対して、報告・
連絡・相談をきちんとできる。 

・決められた内容を期日までに終
えることができる。 

・前年度の資料や前任者からの情
報を基に、提案文書を作成でき
る。 

・組織の一員としての自覚をもち
積極的に校務を行うことができ
る。 

伸 

長 

期 

・提案に必要な情報を積極的に集
め、改善点を明確にした提案が
できる。 

・提案や立案に際し、事前に他の
教員と共通理解を図ることがで
きる。 

・校務分掌の問題点の把握と改善
案の立案ができる。 

充 

実 

期 

・学校の課題をとらえ、校長・副
校長に問題提起ができる。 

・分掌主任・学年主任及び主幹教
諭に進ちょく状況を確認しなが
ら、他分掌との調整や、分掌の
進行管理をすることができる。 
・校務について、他の教員に指
導・助言できる。 

主任教諭

初任者

主幹教諭
指導教諭

（※注）
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学校にはＯＪＴの様々な場面や方法がありますが、大きく分けると、「先輩や上司か 

らの日常的な助言や仕事ぶりから学ばせる」、「新たな職務を経験させる」、「教員相互で学

び合う場を活用する」の３つの場面に分けられます。ここでは、それぞれの場面における

ＯＪＴの方法と有効に進めるためのポイントを紹介します。 

 

 

 

ＯＪＴの場面として学校内で最も多いものは、校長・副校長や先輩教員が日常の職務

の中の様々な機会をとらえて行う指導や助言です。しかし、その場で思い付いたことを

その都度教えているだけでは、教員に身に付けるべき力を定着させることができません。

一人一人の教員の状況を見ながら意欲を高め成長させるためのポイントをおさえて進

めることが大切です。 

 

 

 
   
  育成する側が、手順や方法を説明したり相手の不十分な点を指摘したりする際に、な

ぜそうするのか、なぜそういう行動をとるのかなど、理由を丁寧に伝えることが大切で

す。「この前教えたはずなのに……」と先輩教員が戸惑うとき、教員は意味が分からず

指示どおりに動いていただけということが時々あります。事柄の根拠までしっかりと理

解させ、他の場面でも応用できるようにしていきましょう。 

   

 

 

 

指導・助言をする際には、相手に一方的に伝えるだけでは十分とは言えません。分か

らない点を質問させたり確認の言葉を入れたりすることによって、聞く側の理解が深ま

り、伝える側も説明や助言の方法を工夫することができます。 

① 理由を理解させよう 

② 質問や報告を適時適切に行わせよう 

１ 先輩や上司からの日常的な助言や仕事ぶりから学ばせる 

《理由が分かり納得したＡ教諭－小学校の例》 
Ｂ学年主任は、新規採用２年目のＡ教諭に日ごろから教材・教具の準備・活用について

ねらいや意味を理解させたいと考えていました。午前の合同体育の授業で、Ｂ主任は、ハ
ードルを置く向きが反対だと注意しましたが、違う曜日の午後には、前回と反対向きで置
くよう指示しました。その日の放課後、Ｂ主任は、Ａ教諭に、ハードルの置き方の指示に
ついて理由を考えさせました。Ａ教諭は、校庭を見ながら、子供達に太陽の方に向かって
跳ばせると、光線が目に入って危険だから向きを工夫するのだということを理解しました。
その後、Ａ教諭は、校庭で児童を集めて話すときにも、自分の立つ位置を変え、児童がま
ぶしくないよう配慮するようになりました。 
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また、実践の途中経過や結果を教員から報告させることによって、問題点について共

通理解ができ、教員に次の対応を考えさせたり必要な助言を与えたりすることができま

す。質問や報告は、教員を前向きに取り組ませるだけでなく、育成する側の実践の振り

返りや教え方の改善にもつながるのです。 

学年主任及び分掌主任は、教員に積極的に声をかけ、児童・生徒の指導におけるつま

ずきや取組について報告させるようにします。大小にかかわらず成果を認め、次の対応

を考えさせたり必要な助言をしたりすることが大切です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんなに丁寧に伝えても、聞いた側に具体的なイメージが浮かばないとなかなか行動

にはつながりません。例えば、児童・生徒への指導方法を伝えるときは、言葉での説明

を繰り返すより、実際の場面を見せた方が効果的な場合があります。また、資料や具体

物などがあることによって、より正確により早く伝えることができます。 

ただし、見せた結果、相手が何に気付いたか、どう理解したかを確認する必要があり

ます。同じ場面を見ても相手によって感じ取るものが違うからです。 

育成する側の教員が、見せる、気付いたことを言わせる、見るポイントを与えもう一

③ 見せてイメージを膨らませよう 

《学力向上委員長からの経過報告》 
副校長：保護者会で説明する本校の学力実態報告

の準備状況はどうですか？ 
委員長：計画より遅れています。 
副校長：遅れている原因は何ですか。 
委員長：仕事の分担は決めたのですが……。 
副校長：各先生は何をいつまでにするか理解し 

ていますか？進ちょく状況の確認は？ 
委員長：仕事内容についての説明が足りなかっ 
    たのかもしれません。進み具合を把握 
    する声もかけていませんでした。 

《学年主任にまめに質問や報告をして見通しがもてたＡ教諭－小学校の例》 
 初任者のＡ教諭は、清掃時間に学級の児童がまじめに取り組まないため、叱るのですが
改善が見られず困っていました。隣の学年主任の教室では児童が黙々と楽しそうに掃除を
していました。日ごろから児童の様子をまめに報告するよう言われていたＡ教諭は、学年
主任に現状を報告し、どうしたら児童がきちんと掃除するようになるのか質問しました。 
 学年主任との話から、Ａ教諭の学級の児童は、清掃することのよさや大切さを実感して
いないだけでなく、教室内でほこりがたまりやすい箇所、教室がきれいになる掃除の手順
などの知識や、ほうきの正しい使い方、雑きんがけの仕方などが身に付いていないことに
気付きました。児童は叱られてもどうすればよいのか理解できない状態だったのです。 
 Ａ教諭は、清掃時間だけでなく道徳の授業や保護者との連携も視野に入れ、児童の心の
育ちや健康面からも意図的・計画的に指導する大切さを知り、早速計画を立ててみました。 
 その後も、少しずつ成長する学級の児童の様子を学年主任に報告し認めてもらうことで、
自分の取組に自信をもつことができるようになりました。 

校長・副校長や主幹教諭は、分

掌主任等に仕事の進ちょく状況

や課題について、適宜報告させる

ことが大切です。うまく進まない

状況がある場合は、原因を分析さ

せ、次の方向性を一緒に考えまし

ょう。 
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度見せるという手順を繰り返すことによって、育成される側は見る際の視点を絞ること

ができ、自分自身のやり方のよさと課題に気付くことができるようになります。 

 

状況に応じて、一緒にやりながら見せることも効果があります。例えば、気になる児

童・生徒を同時に観察し、どう見取ったかのやりとりをする中で、児童・生徒理解の方

法を教えることができます。保護者会の資料作りを一緒に行う中で、進め方や伝えるべ

きポイントを示すこともできます。 

場面や経験を共有することによって、理解が容易になります。 

 
 

 
 
 
  初任者研修と同じように、ＯＪＴも一人一人の教員に対して、意識的・計画的・継続 

的に行います。指導の計画を立てる、教える、理解しているかを本人に確認する、一緒 

に振り返りを行う、次の取組を決めるというサイクルを繰り返すことが必要です。 

しかし、同じ経験年数の教員であってもそれぞれがもっている能力や抱えている課

題は違うため、教えたことに対する理解の度合い、実施状況、その教員のつまずきな

どを常に見極め、把握することが大切です。 

   

校長・副校長が分掌主任を任命しても、期待する職務内容について一方的に説明し

たり、反対に任せっぱなしにしたりするケースが見られます。それまでの分掌主任の

経験や本人の特性を十分踏まえ、段階を踏んで根気よく育成していきましょう。 

 

④ 相手の状況に合わせ段階的に教えよう 

《先輩の給食指導を見て学んだＡ教諭－中学校の例》 
 学年主任のＢ教諭は、同学年で初任者のＡ教諭に対して、給食が実施される前に給食の
指導方法について一通り説明しました。ところが始まってみると、準備に時間がかかり給
食の開始時間が遅れ混乱している状況がありました。そこでＢ主任は、Ａ教諭の学級の給
食指導を副校長に依頼した上で、Ａ教諭に、自分の学級の給食指導を３日間見にきて手順
や方法をつかむように指示しました。そして毎日、生徒が下校した後、見て気付いたこと
を出させ、指導のポイントを改めて説明しました。 

《校外学習の実地踏査の計画を立てる－特別支援学校の例》 
小学部Ａ主任から実地踏査の計画書を作るよう指示された新規採用２年目のＢ教諭は、危

険箇所の有無を箇条書きしたものを作りました。Ａ主任は、見学施設や駅など利用する公共
施設のトイレの個数や様式、緊急時の医療機関等の所在などを加えて確認することも必要だ
と話しました。 
また、同様にＡ主任から実地踏査の計画書を作るよう指示された教職８年目のＣ教諭は、

トイレの様式だけでなく障害がある児童･生徒が使用しやすい施設であるかも観点に入れ計
画書に加えました。実地踏査終了後、Ａ主任から当該学年だけでなく学部全体で情報を共有
できるとよいと助言を受けたＣ教諭は、だれもが分かるポイントをまとめた「校外学習実地
踏査の報告書」を作り、学部会に提案しました。  
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 それまで経験したことのない職務を担当させることは、学校では日常的に行われてい

ます。しかし人材育成の視点から見たとき、ただ新たに職務を担当させるだけで終わっ

ては、育成の効果は十分とは言えません。意識的・計画的・継続的に行うことで初めて

人材育成として有効なＯＪＴになるのです。 

新たな職務の内容は、同一分掌の中でより困難度や難易度の高い職務を経験させる、

新たな分掌を経験させる、研究授業を行わせる、外部との折衝の場に参加させるなど多

岐にわたります。 

 

 

 

  

 

職務を通して教員に期待することを伝え、その職務が学校運営上どのような位置付

けで、どのような役割を果たすのか、意義を考えさせましょう。それにより、育成さ

れる側は、自分への期待や役割が分かり意欲が向上するとともに、より学校経営方針

（学校経営計画）に沿った形で職務を遂行することができます。育成する側も、人材

育成や学校経営の方針を再確認することができます。 

 

 

 

 

 

   

前の担当者が行ったことをそのまま行うのでは、教育の質が向上しないのはもちろん、 

一人一人の教員の資質の向上や能力の開発にもつながりません。新たな職務を経験させ

る際には、その職務にどのような課題があるかを新たな視点でとらえさせましょう。 

方法は様々です。課題について説明する、前年度の学校評価から読み取らせる、実態 

を見させそこから感じ取らせるなど、育成する側が最も効果的な方法を選ぶことが大切

です。 

 

①   職務を経験させることの意義を自覚させよう 

② 課題を発見させよう 

２ 新たな職務を経験させる 

《次期進路指導主任として－中学校の例》 
中間申告時の面接で、校長はＡ教諭に「来年度は先生に進路指導主任を任せる。特に職

場体験は、一層の改善を図り、生徒が希望をもって学校生活を送れるようにつなげてほし
い。主任の意識で経営方針を踏まえた計画を立ててください。」と言いました。経営方針を
改めて読み「生きる力を獲得するための進路指導」との言葉の意味を深く理解したＡ教諭
は、総合的な学習の時間のまとめ取りによる５日間の職場体験を発案し、提案に向け意欲
的に取り組み始めました。 
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学校では、日々様々な形で幾多の提案が行われています。起案という形で行われるも

のはもちろん、口頭で伝えるだけのものであっても、その内容が職務についての方針や

計画、方法、役割分担等に関するものであれば十分提案と言えます。 

提案させることは、学校運営上必要とされる様々な要素を考えなければできないもの 

であり、育成の機会にもなります。 

しかし、現実には、思いつきでなされたり十分に練られないまま提案されたりという 

ことが少なくありません。また、提案そのものがない例もあります。これでは円滑な

学校運営がなされないだけではなく、人材育成上も効果的ではありません。 

そこで、提案させる際には、次の点を必ず押さえさせるようにしましょう。 
 

提案の内容：ねらい、実施計画、実施方法、教員の役割分担、実施後の評価など 

提案の方法：口頭、メモ書き、提案（起案）文書、プレゼンテーションなど 

提案の場面：担当者間の打合せ、学年会、分掌部会、企画調整会議、職員会議など 

提案の時期：円滑な実施に向け、提案内容について十分検討できる時期 
 
学習指導においては、学習指導案を作成することも提案の一つです。職務の内容や提

案者の経験や資質･能力を踏まえ最適な方法を選びましょう。 

 

 

③ 提案させよう 

《学区を歩くことで課題に気付いたＢ教諭－小学校の例》 
生活指導を担当するＡ主幹教諭から、学区域の安全マップ作成を指示されたＢ教諭は、

地図を広げ、不審者や変質者から児童の安全を確保する上で危険と思われる箇所に印を付
けていました。 
その様子を見たＡ主幹教諭は、「一緒に学区域を歩こう。」とＢ教諭を外に連れ出しまし

た。Ａ主幹教諭の説明を受けながら学区を歩き回ったＢ教諭は、交通安全上危険な場所が
多いこと、その周辺を自転車で行き来する児童の多いことを改めて確認し、安全マップの
作成の観点が不十分であったことを痛感しました。 

《意識のある教員を生かす－高等学校の例》 
新規採用５年目、生活指導面で課題のある学校に異動したＡ教諭は、初めて生活指導部

の担当になりました。学校経営計画には遅刻撲滅が書かれているものの、成果は上がって
いません。 
Ａ教諭は前任校での取組を示し、学校全体で統一した指導が必要なことを生活指導主任

に訴えると、生活指導主任から具体的な改善策を生活指導部会で提案するように促されま
した。Ａ教諭は、現状分析と課題整理をした上、生活指導部会で改善案を示したところ、
他の教員からも同様の意見が出され、部としての改善案がまとまるきっかけになりました。 
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どのような職務でも、実施後に振り返り、成果や改善点を明確にしておかなければな 

りません。しかし日々様々な対応に追われ、実施後の評価が不十分になっている現状が

あります。 

育成する側が育成される側の教員に対し、「よかった点やうまくいかなかった点は何 

か」、「それはどうしてか」、「どうすればよりよくなるか」などを確認させましょう。口

頭で行っても評価表を用いてもかまいません。保護者アンケートなど参考資料も活用し

ましょう。職務の担当者が自分の職務遂行について振り返る機会になると同時に、育成

する側にとっても指導･助言の力を身に付けるためのＯＪＴになります。 

 

 

 

 

④ 実施後の成果や課題を確認させよう 

《自閉症児学級の学級運営－特別支援学校の例》 
小学部自閉症児学級担任のＡ教諭は、児童への指示がうまく伝わらず、ホームルーム運

営などに課題があります。落ち着いた活動が行われている他の自閉症児学級では、教室に
視覚教材があふれ、学習スペースがパーテーションで仕切られるといった構造化された環
境が用意されています。Ａ教諭は、時間割を表す絵カードを作成し、視覚教材の工夫をし
ました。児童は、絵カードに注視できるようになり離席も少なくなるなど成果がありまし
たが、活動の順番が分からず、次に何をするかを理解できないままであるという課題も残
りました。 
学年主任から、自閉症児に視覚教材を使うねらいと方法を考えるよう助言を受けたＡ教

諭は、自らが絵カードを使いながらも、言葉による指示で理解させようとする傾向がある
ことに気付きました。  

《保護者への対応－中学校の例》 
 Ａ中学校に在籍する生徒の保護者であるＢさんは、学級担任や教科担任を飛び越え直接
校長に、しかも頻繁に苦情を申し立てます。ある日、またＢさんから校長に電話が入りま
した。技術家庭の授業でマガジンラックを作ると聞いたが、そんなものはうちには必要な
いから、子供には作らせるな、その分の教材費を返金しろという要求でした。 
 校長は、技術科担当のＣ教諭を将来教育管理職にしたいと思っていたこともあり、Ｂさ
んに説明を行う場にあえてＣ教諭を同席させ、授業のねらい等について話をさせようと考
えました。 
 Ｂさんとの面談は物別れに終わりました。しかし、いつもよりＢさんの態度が軟化した
ことを感じた校長が、Ｃ教諭にＢさんとの面談について感想を求めると、Ｃ教諭は「話は
全然通じなかったと思います。でも、途中から少し表情が柔らかくなって話しやすくなり
ました。」と答えたのです。校長はＢさんの表情の変わった場面や理由をＣ教諭に考えさせ、
答えさせました。そしてその上でＣ教諭に対し、授業のねらいについての説明で主張を通
したこと、Ｂさんの子供の心情を大切にしたいと言ったＣ教諭の言葉がＢさんの態度を変
えたことを、大きく評価していることを伝えました。 
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学校には、教員同士が顔を合わせ、情報交換したり学び合ったりする場がたくさんあ

ります。校内研究や校内研修は、教員全員が共通の課題解決に向かう中で、自己の指導

改善を図っていく取組です。学年会や分掌部会では、日常の児童・生徒の実態から、望

ましい対応や指導について共通理解することができます。 

しかし、一人一人の教員の経験や能力が異なるため、同じ内容や課題に取り組んだ場

合でもその理解度や成果はまちまちです。また、複数の教員が集まっているため、当事

者意識をもって参加することが十分にできない場合もあります。教員相互で学び合う場

をＯＪＴとしていくには、自分の職務上の課題との関連を明確に意識して臨ませること

が重要です。 
 

 

 

   

校内研究・校内研修においては、同じテーマであっても、１年目と１０年目の教員で

は自己の取組課題には違いがあります。 

  そこで、研究・研修に関する自分なりの目標をしっかりもたせることが大切です。 

具体的な方法としては、自己申告書に学校の研究・研修主題に基づいた自己の目標を

書かせる、学年会や教科等部会の中で互いの目標を確認し合うなどがあります。研究主

任や教務主任、学年主任であれば、自己の課題解決に加え、自分の学校や学年をどう変

えていきたいか、自校の課題を踏まえどのような研究や研修にする必要があるかを、積

極的に打ち出していくとよいでしょう。 

  また、授業参観や研修会、

協議会の場において、漠然と

見たり聞いたりしているだ

けでは、自分の実践の改善に

は結び付いていきません。ど

の場においても、目標や課題

意識をもって参加させてい

くための工夫をすることが

大切です。 

 

 

 

 

生活指導研修会や授業研究会で、新たな発見、理解の深まりが得られ、職務への意

欲をもったとしても、それらを日々の授業や児童・生徒への指導場面において実践し

なければ、自分のものとなっていきません。 

① 教員一人一人に自分の課題をもたせる 

３ 教員相互で学び合う場を活用する 

② 日常の授業や指導場面で実践する 

《生活指導主任から教員全体へ－小学校の例》 
次の生活指導研修会（テーマ：発達障害のある児童の理解
と対応）までに、各先生方は準備をお願いします。 
①事前に配布された資料に目を通しておいてください。 
疑問点は積極的に講師に質問してください。 

②テーマに関して、自分の学級学年の児童について助言が
ほしい内容を整理しておいてください。 

③当日は、必ず意見や質問を出してください。 
④研修会終了後に、感想・改善シートを提出してください。 
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     研究会や研修会後に、指導改善シートを作成して実践し、その結果を報告する、校

長･副校長や主幹教諭が授業を観察して、成果と課題を本人に伝えるなどして、必ず次

に生かしていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 校内研修会における協議の場で、いつも固定した数名の教員だけが発言するという光

景が見られます。協議を活発化させ教員の参加意識や能力を高めるためには、自分の役

割や立場を意識して発言させる工夫が必要です。 

まず、若手教員が素朴な疑問や感想を出し、次に伸長期の教員が自分の実践に関連付

けて意見を出す、最後に、充実期の教員がそれまでの意見を踏まえ学校全体の状況に目

を向け方向性を示すような意見を出すなどの工夫ができます。研究会や研修会当日のこ

とだけでなく、それに伴う教科部会、分科会、学年会、また資料収集や研究収録の作成

などあらゆる場で、自分の役割をもたせましょう。一人一人の教員の経験や能力に応じ

た、有効なＯＪＴの機会となります。 

 

③ 一人一人に自分の役割をもたせる 

《研修会からヒントを得た授業改善－特別支援学校の例》 
 Ａ教諭は、授業において、生徒が自分の発問の趣旨を十分理解していないことに課題を感
じています。Ａ教諭のＯＪＴ担当者の先輩教員から、校内で実施する１０年経験者研修に参
加し改善のヒントを得るよう勧められました。講師から自分の授業をビデオ撮影して、自己
評価をするという提案がされました。Ａ教諭は、この提案をヒントに自身の指導する場面を
ビデオ撮影し、分析しました。 
 そこから授業の中で同時に２つ以上の質問をしている場面があり、生徒が戸惑っているこ
とに気付きました。その後、Ａ教諭は、生徒に自分の指示を正確に理解させるために、発問
は 1 つずつ行うことを心掛けました。 

《教育相談研修会における協議－中学校の例》 
司   会：いつものように若手の先生方から素朴な疑問や意見をどうぞ。 
２年目教員：生徒の思いを受容することが大切だということは理解できるのですが、講師

の先生が話したように、「だれに対しても、いつでも」というのは疑問です。 
４年目教員：同感です。校内で喫煙をやめない生徒が、「我慢できないから吸っている」

と言ったとき、「そうだね」と理解を示したら、喫煙を肯定することになる。
生活指導と教育相談の手法とは相容れないところがあると思います 

司   会：では、若手の先生方の意見を踏まえた発言をお願いします。 
７年目教員：二人の先生の疑問はよく分かります。しかし私は、気持ちや思いを受容する

ことと行為を肯定することとは、違うことだと思います。 
司   会：では、（充実期の）先生方、いかがでしょう。 
10 年目教員：生徒理解の視点で、今の意見は大切です。本校は「荒れ」を押さえるため、

生徒の行動ばかりを指導していました。しかしこれからは行動の背景にある
生徒の心をとらえて指導していく必要があると思います。 
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教員が、ＯＪＴを通じて力を身に付けていくためには、自分の実践を常に見直し次へ

の改善につなげていくことが必要です。 

  月１回の研究会や研修会の場だけでなく、研究部会、分科会、学年会、教科部会など、

多様な場を通して、常に具体的な児童・生徒の姿を思い浮かべながら、手立てや実践し

たことの成果、何が課題であったかを確認することが大切です。 

また、研究部会や企画調整会議では、研究の進め方、協議会のもち方、進ちょく状況

の確認などを行いましょう。研究主任をはじめ、各担当者にとっては、自分の職務を評

価・改善する有効な機会となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 成果と課題を常に確認する 

《研修会での的確なアドバイス－高等学校の例》 
 新規採用２年目で１年生担任のＡ教諭は、校内研修会で「奉仕」の授業研究を行うことに
なりました。生徒の姿を具体的に分かってもらおうと、奉仕の時間に生徒が地域の公園清掃
を行った内容をビデオに撮り研修会で提案しました。それを見た先輩のＢ教諭は、体験はあ
ったがまとめが不十分だと見抜き、この授業を通して生徒が何を感じたのか、また次の体験
にどう生かすのかをＡ教諭に質問しました。Ａ教諭は、自分が生徒からの感想を十分に分析
していなかったことに気付きました。 
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ＯＪＴは、育成する側とされる側がすぐ近くにいることや、育成の場面が日々の職務そ 

のものにあるという特徴をもっています。したがって、いつでもだれでもできるというよ

い点がある反面、どのような目標に向かってどんな場面で何をさせていくのか、だれが育

成を担うのかが明確になりにくいという点もあります。目標や担当が明確でなければ、Ｏ

ＪＴを行っていても十分な効果が得られません。 

 一人一人の教員の達成目標とＯＪＴの方法をあらかじめ設定し、計画に基づいて実施し、

成果と問題点を検証して、次の計画に向けて改善するというＰＤＣＡのサイクル（ＯＪＴ

サイクル）を動かしていくことが必要です。さらに、どの場面においても、ＯＪＴを行う

側と受ける側が目標や方法等について、共通認識をもって進めていくことが重要です。 

 

  

ＯＪＴサイクルは、１年間という単位で動かしていくものもあれば、短期間で終わるよ

うな一つの職務を通して動かす場合もあります。どちらにしても一つのＯＪＴについて、

ＰＤＣＡを意識して計画的に進めることが大切です。特に、短期間で行うＯＪＴは、計画

と実施のみを繰り返し、検証や改善がおろそかになりがちです。 

 また、これまでの人材育成は、計画（Plan）の部分が十分固まらないうちに、実施（Do） 

の段階に進んでいるというケースも少なくありませんでした。これでは、適切な評価を行

うことが困難になります。一人一人の明確な目標やＯＪＴの方法について、ＯＪＴを行う

側と受ける側が十分理解してから始めることが大切です。 

 

計画 Plan 

・教員が身に付けるべき力を明確にする。 

・ＯＪＴの目標を立てる。 

・ＯＪＴの方法を考える。 

・当初面接を活用しＯＪＴの計画を教員と確認する。 

改善 Action 

・計 画の 段 階、 実施 の 段階 で改 善

できることを明らかにする。 

・長 期的 ・ 短期 的な Ｏ ＪＴ のそ れ

ぞれで改善を行う。 

実施 Do 

・ＯＪＴの実施状況を確認する。 

・ＯＪＴを 行う側と受 ける側に 対

して必要な指導・助言を行う。 

検証 Check 

・どれだけ目標に近付いたかを見る、聞き取る。

・目標を達成した場合とそうでなかった場合の

原因を分析する。 

成長

１ ＯＪＴの計画・実施・検証・改善 
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(1) 教員が身に付けるべき力を明確にする 
教員を育成する際には、一人一人の教員にどのような力を身に付けさせるべきかを明

らかにする必要があります。その際、教員の能力を、その教員に対する総合的なイメー

ジでとらえるのではなく、学習指導力、生活指導力・進路指導力、外部との連携・折衝

力、学校運営力・組織貢献力といった教員が身に付けるべき４つの力ごとに見極めてい

くことが欠かせません。また、次の各点に留意します。 

① 各教員の能力には個人差があること。 

② 一人の教員に各能力がバランスよく身に付いているとは限らないこと。 

③ 身に付けるべき力と現在の能力との差が大きすぎないこと。 

④ 中・長期的な育成方針を踏まえていること。 

 

(2) ＯＪＴの目標を立てる 
教員が身に付けるべき力を明らかにしたら、その力をＯＪＴ、Ｏｆｆ－ＪＴ、自己啓

発の育成方法のうち、いずれの方法で身に付けさせるのがその教員にとって最も効果的

かを考えます。 

ＯＪＴによる育成が適しているものが決まったら、ＯＪＴの目標を立てます。 

ＯＪＴの目標を考える際、次の点に留意します。 

① 学校経営方針（学校経営計画）を踏まえた目標になっているか。 
② ＯＪＴの目標を達成させるための、具体的な場面や方法としてどの職務が有効か。 
③ 主任教諭、主幹教諭、教育管理職等、一人一人の教員の育成の方向性に適したＯＪ 
Ｔ、すなわち、キャリアプランとの関連が図られているか。 

 

教員の経験や能力、職層に応じ、重点化を図るのもよいでしょう。また、校長・副校

長以外で育成に当たる人材を決めておくことも大切です。 

 

(3) ＯＪＴの方法を考える 
ＯＪＴの目標が決まったら、校長・副校長は、一人一人の教員に取り組ませる実際の

ＯＪＴの方法を決定します。そのためには、「いつ」、「だれが」、「だれに」、「どのよう

な場面や方法で」ＯＪＴを実施するかを明確にしなければなりません。 

本ガイドラインでは、前項において学校におけるＯＪＴの場面や方法、有効に進める

ためのポイントを紹介していますので、これらを参考にし、各学校の実態や育成される

教員の状況に応じて、最適な方法を考えましょう。 

校長・副校長は、必要に応じてＯＪＴの目標と方法を考え記入したシート（17 ペー

ジ下図及び 40 ページ資料５参照）に記録しておくことも１つの方法です。 

 

 
 

ＯＪＴの計画を立てる １ 
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職　名

OJT対象者 教諭

OJT責任者 主任教諭

身に付けるべき
４つの力

学習指導力

生活指導力
進路指導力

学習指導力 都庁　春子

生活指導力
進路指導力

育成　二郎

ＯＪＴシート
氏　　　　　　　　　名

教育　太郎

東京　花子

１　校長・副校長の育成方針

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法

他の教員の指導から学び、自分の指導を改善できる。
○授業を見るポイントや自己の改善計画を立てさせ、助言する。
○定期的に指導力の高い教員の授業を参観させ、自己の課題を整理させる。

自分の受け持つ範囲の児童の実態を把握できるとともに、
伸ばすべき個性･能力を見付けられる。

○学年主任に児童の状況や指導上の悩みについて報告させる。
○児童の支援シートを作成させ、校内委員会で報告させる。

２　ＯＪＴの具体的計画・実施・評価（OJT責任者記入）

身に付けるべき
４つの力

OJT担当者 ＯＪＴの具体的な方法 ＯＪＴの実施状況 評価・要改善事項

○都庁主任教諭と相互授業参観を行わ
せ、その日のうちに都庁主任教諭と意見
交換させ、自己の課題に気付かせる。

相互授業参観は互いの専科の時間を活
用し、うまく行われていた。しかし、意見
交換に十分時間が確保されていなかっ
た。

授業を見るポイントは定着しつつある。し
かし、単に授業を見て終わったきらいがあ
り、意見交換のもち方や助言の仕方に工
夫が必要。

○毎週水曜日、学年主任に児童の状況につ
いて課題を明確にして報告させる。
○配慮児童について支援シートを作成させ
学年主任を経て校内委員会で報告させる。

行事が入ったとき以外は、毎週必ず報告
が行われている。単なる報告に終わら
ず、学年主任が気付きを促す指導をして
いる。

報告時及び支援シート作成時の学年主任
とのやり取りを通じ、児童の実態把握が的
確になっている。よい面の把握が今後の
課題。

(4) ＯＪＴについて教員と理解を共有する 

学校におけるＯＪＴの認識はまだ十分ではありません。学校にＯＪＴが定着するため

には、一人一人の教員にＯＪＴを確実に理解させる必要があります。 

 ① ＯＪＴについて周知する 

   校長・副校長は、学校経営方針（学校経営計画）にＯＪＴについて明記する、年度

当初の職員会議等でＯＪＴの方針についてふれる、ＯＪＴへの教員の理解を深めるた

めに校内研修会を開くなど、具体的な方策を展開する必要があります。 

 ② 自己申告の当初面接を活用する 

一人一人の教員についてＯＪＴの方法が決まったら、ＯＪＴの内容について教員に

理解させます。その際、ＯＪＴが職務目標やキャリアプランのどの部分を踏まえたも

のであるかを確認します。 

自己申告の面接を活用し、育成する側の期待や思い、ＯＪＴのねらいや効果を教員

に伝え十分に理解させましょう。 

校長・副校長は、ＯＪＴの目標や具体的な方法を明確に示し、教員が意識的に取り

組むよう指導します。そして教員が自分の取り組むＯＪＴを理解した段階で、自己申

告書の「能力開発（ＯＪＴ、研究・研修、自己啓発）」欄に記入した内容について、

必要な見直しをしてもらいます。中間申告時においては、その時点までのＯＪＴの取

組を振り返り、指導・助言を行うことをあらかじめ教員に伝えます。 

③ ＯＪＴの責任者を決定する 

   全教員のＯＪＴをすべて校長・副校長が行うわけではありません。ＯＪＴを実際に

機能させるためには、具体的な指導はだれがどのように当たるか、進行管理をだれが

行うかを明確にしておく必要があります。一人の教員のＯＪＴを進めるに当たっての

責任者を決め、ＯＪＴの具体的な計画を立てさせ意識的に進めていきます。また、実

際に各場面で指導に当たる者が進ちょく状況を責任者に報告させる仕組みを整え

ておきます。 
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(1) ＯＪＴを実施する 

ＯＪＴは、意識的・計画的・継続的に実施してはじめて人材育成のツールとしての意

味をもちます。育成する側と育成される側とで、目標やＯＪＴの具体的な方法について

随時確認し合って進めていきます。 

育成される側が主体的な姿勢でＯＪＴに取り組めるように、常に意識付けを図ってい

くことも欠かせません。育成する側が結果や答えをすぐに与えず、教員が自分で考える

場面設定をしたり適切な問いかけをしたりして、教員自身の気付きを促すようにするこ

とが大切です。 

成長した点については、その場で、具体的な言葉で認めたり褒めたりしていきます。

教員は自分の進歩を確認することができ、ＯＪＴに取り組む意欲が高まっていくでしょ

う。ＯＪＴの目標に対して、次のステップを明確にして、取り組む内容を教員と確認し

ます。その際は、いつまでに何をするかの期限を決めるとよいでしょう。 

 

(2) ＯＪＴの実施状況を把握し、指導・助言を行う 

ＯＪＴを実施するに当たっては、当初の意図や計画に沿ったものであるかを常に確認

し、進行管理を行うことが大切です。 

① 実施状況を確認する機会を設ける 
一人一人のＯＪＴが効果的に実施されるよう、ＯＪＴの責任者が中心となって、で

きる限り多くの機会をとらえてＯＪＴの実施状況を把握します。各場面で実際に指導

に当たっている者から話を聞いたり、分掌部会や企画調整会議等でＯＪＴの進ちょく

状況を確認し合ったりします。校長・副校長とＯＪＴの責任者で情報交換の場を定期

的にもつことも必要です。 

② 自己申告の中間面接を活用する 
校長・副校長は、日常的に様々な機会をとらえてＯＪＴの実施状況を確認します。

ＯＪＴの責任者から進ちょく状況や教員の様子について情報収集を行います。それら

を基に自己申告の中間面接で、教員からの実施状況や自己評価について聞き取るとと

もに、評価・指導を行い、今後の方向性について確認します。 

③  育成する側への指導・助言を行う 
校長・副校長とＯＪＴの責任者の間で、ＯＪＴの実施状況が把握できたら、実際に

様々な場面で指導に当たっている担当者への指導・助言を行います。教員に少しずつ

変化が表れているか、ＯＪＴの方法が教員にとって適切なものになっているか、育成

する側と育成される教員の関係はうまくいっているかなどを見極めなければなりませ

ん。状況によっては、校長・副校長から助言をしたり、ＯＪＴの方法を修正するよう

指導したりすることが必要です。                      

ＯＪＴを実施する ２ 
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(1) ＯＪＴの結果を評価する 

一定期間、計画に沿ってＯＪＴを実施した後には、校長・副校長は、教員が目標にど

の程度近付くことができたかを必ず評価します。その際には、結果としての成果や課題

だけでなく、意欲や取組姿勢、途中の段階での変容も併せて評価しましょう。また、Ｏ

ＪＴの責任者や実際に指導に当たった者から、当該教員の成果や課題、取組状況につい

て聞き取りをします。 

自己申告の最終面接を活用し、課題や改善点だけでなく、達成できたこと、以前より

少しでも改善が見られたことについては、教員本人に必ず伝えましょう。評価を言葉に

出して伝えることが、育成される側の意欲の向上や次年度に向けた課題発見につながり

ます。また、育成に当たっている教員等に対しても、取組の成果を評価することが大切

です。 

   

(2) 成果と課題を検証する 

目標の達成度にかかわらず、結果をもたらした原因がどこにあったのかを分析するこ

とが必要です。例えば、ＯＪＴの目標及び実施方法が適切であったか、実施方法のどの

部分が成果や課題をもたらしたのかなどについて、検証する必要があります。 

その上で今後ＯＪＴを進めるに当たり目標の変更が必要かどうか、目標や実施方法を

変更する必要があるなら具体的にどのようにするかまで決めなければなりません。 

 

 成果と課題について、ＯＪＴを行う側だけでなく、受ける側である教員自身にも、原

因を分析させることが大切です。ＯＪＴの目標の達成度が、教員の意識や意欲に左右さ

れることもあります。また、教員自身に改善点を見付けさせることで、自分のＯＪＴへ

の意識と理解が高まり、成果につながる場合があります。 

① ＯＪＴを受ける側に関する分析の観点例 

◇ ＯＪＴの目標とする水準は、本人にとって適切であったか。 

◇ ＯＪＴの目標を、本人も自己の課題ととらえていたか。 

◇ ＯＪＴの方法が、本人に実現可能なものであったか。 

◇ ＯＪＴに取り組む本人の意識は高まっていたか。 

                 

② ＯＪＴを行う側に関する分析の観点例 

◇ ＯＪＴを進めるに当たり、校内全体や育成する側の意識を高めていたか。 

◇ ＯＪＴの目標と方法が、ＯＪＴを行う側と受ける側で共通認識されていたか。 

◇ 適切なタイミングで、指導や助言ができていたか。 

◇ ＯＪＴの実施の途中で、必要な評価･改善がなされていたか。 

◇ ＯＪＴの実施の状況について把握し、評価・改善をしていたか。 

ＯＪＴの成果を検証する３ 
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(1) 計画の段階の改善につなげる 

  成果や課題について、検証した結果を、次のＯＪＴサイクルへ反映させます。 

  計画の段階における改善が必要であれば、身に付けるべき力、ＯＪＴの目標、ＯＪＴ 

 の方法などのそれぞれについて、見直しを図ります。 

校長・副校長は、ＯＪＴの責任者がまとめた改善点を基にＯＪＴシート（資料５参照）

などに、次年度の目標及び方法について整理しておくと、次の計画を立てる際の参考に

なります。 

 

<計画の段階における改善例>  

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法  

Ａ教諭 

の 

ＯＪＴ 

・生徒の生活指導上の問
題について、他の教員に
相談し解決する。 
 
 
達成状況 
→ 時々相談はしていた
が、自分で解決するに
は至らなかった。 

・直面する問題は、その日のう
ちに先輩に報告し助言を受け
させる。 
 
 
改善の方向 
→ 報告した際の先輩の助言
を生かしていない。 
助言されたことを基に、自

分が行うことを自分で決め
報告させたほうがよい。  

 

 

 

次の計画を 

立てる際に 

生かす。 

 

(2) 実施の段階の改善につなげる 

  ＯＪＴの実施途中での状況把握や修正についての評価が不十分になりがちです。ＯＪ

Ｔの実施状況をどのように把握し、改善するかについての校内体制を整えておくことが

重要です。 

   

 

 

 

 

 

 

  １年間を見通したＯＪＴでは、成果や課題について検証（Check）したことを基に、

改善（Action）を次の計画に反映させますが、短期で完結する職務ごとのＯＪＴでは、

計画と実施を繰り返すことにとどまってしまう場合が少なくありません。 

  年度途中であっても、１回で終了する職務であっても、検証や改善を行い、ＯＪＴ

の目標や方法の修正につなげていきましょう。 

 

実施状況 
・教員からの報告・相談も少
なく、指導に当たった教員
からの適切な指導・助言が
されていなかった。 

実施の段階で改善すること 
○ ＯＪＴの責任者が教員本人に声をかけ、ＯＪ
Ｔの実施状況について、確認する。つまずい
ている場合は、その要因を考えさせる。 

○ 指導に当たった教員から、実施状況について
定期的に聞き取りを行う。 

○ 企画調整会議等で、ＯＪＴの実施状況を報告
し合う時間を設定させる。 

ＯＪＴを改善し次に生かす４ 
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(1) ＯＪＴ担当者とＯＪＴ責任者 

  ＯＪＴの目標と方法を明確にするだけでは、ＯＪＴは機能しません。教員にねらい

とする力を身に付けさせるためには、その教員に対し、手本となる教員や助言できる

教員を決め実際に指導に当たらせる必要があります。こうした役割を果たす教員を、

本ガイドラインではＯＪＴ担当者としています。 

  ＯＪＴ担当者は、教員に身に付けさせたい４つの力ごとに、設定したＯＪＴの方法

を進めるに当たって最も適任である教員が務めます。一人のＯＪＴ担当者が身に付け

させたい力のうち複数の力の指導を担当してもかまいませんし、１つの力の指導を複

数の教員に担当させてもかまいません。 

  また、ＯＪＴを受ける教員に応じ、４つの力のどこに重点を置くか、どのようなＯ

ＪＴが適切か、各ＯＪＴ担当者の行うＯＪＴのバランスはとれているかなど、具体的

な計画、進行管理及び評価を行う者が必要です。こうした役割を果たす教員を置き、

一人の教員のＯＪＴに責任をもって取り組ませる必要があります。本ガイドラインで

はこうした者をＯＪＴ責任者としています。 

 

(2) 実施体制の確立 

ＯＪＴの全体責任者である校長は、ＯＪＴ責任者を指名します。 

ＯＪＴ責任者は、基本的にはＯＪＴを受ける教員の一つ上の職層にある者、具体的

には、教諭に対しては主任教諭が、主任教諭に対しては主幹教諭が、主幹教諭に対し

ては副校長が当たります。また、副校長は、校内におけるＯＪＴの実施を総括する推

進責任者を務めます。 

  校長は、ＯＪＴ責任者に、担当させる教員に対するＯＪＴの目標や方法を明確に伝

え、さらに具体的なＯＪＴの計画を立てさせるとともに、ＯＪＴ担当者の候補者を人

選させます。次に、副校長と主幹教諭が候補者の調整を行った上で担当者を決定しま

す。 

ＯＪＴ責任者とＯＪＴ担当者が決定したら、職員会議等の場で全教員に周知します。

また、ＯＪＴ責任者を集め、校内における育成の方針やＯＪＴを行う側の役割につい

て意識付けを行うことが重要です。 

  また、校内におけるあらゆるＯＪＴを円滑に推進するためには、ＯＪＴ責任者とＯ

ＪＴ担当者が情報交換や協議を行う場やＯＪＴ責任者同士でＯＪＴの推進について

意見交換する場を定期的に設けることも必要です。また、自己申告の中間申告時及び

最終申告時における面接の前には、校長は、ＯＪＴ責任者からＯＪＴの状況について

十分聞き取っておくことが大切です。 

 

 

 

２ ＯＪＴの実施体制 
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＜ＯＪＴの実施体制＞ 

 

 

校　長

副校長

主幹教諭 主幹教諭

主任教諭 主任教諭 主任教諭 主任教諭

教諭 教諭 教諭 教諭 教諭 教諭 教諭 教諭

ＯＪＴの
推進責任者

主幹教諭の
ＯＪＴ責任者

主任教諭の
ＯＪＴ責任者

教諭の
ＯＪＴ責任者

　
学
習
指
導
…
…
…
…
…
…
…
同
じ
教
科
担
当
の
Ａ
教
諭

　
生
活
指
導
・
進
路
指
導
…
…
生
活
指
導
部
の
Ｂ
主
任
教
諭

　
外
部
と
の
連
携
・
折
衝
…
…
同
学
年
の
Ｃ
主
任
教
諭

　
学
校
運
営
・
組
織
貢
献
…
…
同
じ
分
掌
の
Ｄ
主
任
教
諭

教諭

教諭のＯＪＴ責任者

　　　教諭一人のＯＪＴを進めるに当たっての責任者。
　　　校長が指名する。
 

　教諭のＯＪＴ担当者　（例）

　　　　４つの力の育成について、実際の指導に当たる教員
　
　　　　　◇　ＯＪＴ責任者が原則として主任教諭の中から人選
　　　　　　　し、副校長及び主幹教諭が校内調整を図った上
　　　　　　　で決定する。

○　基礎形成期の教員に対しては必ず、伸長期の教員に対しても可能な限り、
　　 ＯＪＴ責任者・ＯＪＴ担当者を置くこととする。
○　初任者にＯＪＴを実施する際は、指導教員をＯＪＴ責任者とする。

主任教諭

◇　ＯＪＴの具体的な計画、進行管理及び評価を行う。

◇　ＯＪＴ担当者や指導内容について立案する。

OJTの
全体責任者
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ＯＪＴを実施する際には、自己申告を活用します。これにより、職務目標を達成する

ために必要な能力とそれを身に付けさせるための具体的なＯＪＴについて、自己申告の

面接時に自己申告書を用い、校長・副校長と教員の間で相互理解を図ることができます。 

 

 

(1) ＯＪＴの計画 ＝ 当初申告時 

  校長・副校長は、あらかじめ立てた教員の育成計画を基に、自己申告面接において

一人一人の教員と面接を行い、ＯＪＴの目標や方法を説明します。教員が自己申告書

に書いてきたＯＪＴの目標や方法との間に開きがある場合には、育成の方針について

意見交換をして認識を共通にし、必要な修正を行います。また、ＯＪＴ責任者及びＯ

ＪＴ担当者には、後進の育成について意識付けを図るとともに、実施方法について確

認します。 

  教員は、自己のキャリアプラン、今年度の職務目標及び職務目標達成のための具体

的手立てに基づき、自己のＯＪＴの目標及び方法を自己申告書に記入し、面接に臨み

ます。 

 
キャリアプランとＯＪＴ 

 

 キャリアプランは、将来果たすべき役割やそのために必要な経験（異動、校務分掌）・

研修、目指すべき昇任選考など、個々の教員のキャリア形成の中期的な展望を内容と

するものです。キャリアプランを自己申告書の中に組み込むことにより、キャリアプ

ランを踏まえた当該年度の人材育成・能力開発が実現しやすくなること、教員のキャ

リア形成について、校長・副校長と教員の間で相互理解がより図りやすくなることを

ねらいとしています。 

学習指導において、まずは教科の目標があり、それを踏まえて各学年の目標が設定

されるのと同じように、人材育成においても、教員のキャリア形成の中期的な展望を

描いた上で、年間のＯＪＴの目標を設定することが必要です。また、育成する側だけ

でなく、育成される側にも自己の将来像を描かせなければ、育成効果は十分にはなり

ません。 

キャリアプランには、「将来果たすべき自己の役割」が、「学校経営」、「教育行政」、

「学校運営のリーダー」、「教育指導のリーダー」、「その他」のいずれに当たるか、申

告者にチェックさせる欄があります。この欄への記述を通して、教員一人一人に自分

の長所や適性を気付かせ、自分のキャリア形成について考えさせるとともに、面接を

通じ、管理職が具体的に教員の将来進むべき方向や選択肢を示し、積極的にキャリア

形成について助言するよう活用してください。方向性を踏まえた上で、今年度の職務

目標と目標達成のための手立てを実現するために、その教員にどのような育成が必要

なのかを考えさせると、ＯＪＴはより確かなものとなります。 

３ 自己申告の活用 
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(2) ＯＪＴの実施及び中間評価 ＝ 中間申告時 

校長・副校長は、ＯＪＴ責任者からの報告を基に、ＯＪＴの実施状況について把握

します。そして、ＯＪＴの目標や方法が教員にとって適切であったかどうかを考え、

必要に応じ、目標水準や実施の方法を変更します。中間申告時の面接において、教員

から自己評価を聞き取るとともに、必要な指導・助言を行います。目標や方法を変更

する場合には、その理由を丁寧に説明します。教員に対して、それ以降に行うＯＪＴ

について見通しを示し、意欲をもって取り組めるようにすることが重要です。 

教員は、中間申告を前に、自己のＯＪＴの取組について振り返り、自己申告書の所

定の欄に記述します。面接時に校長・副校長から評価を聞き、受けた指導から、今後

の自己の目標や課題を明確にします。 

 

(3) ＯＪＴの検証 ＝ 最終申告時 

  校長・副校長は、中間申告時における指導事項やＯＪＴ責任者からのＯＪＴ実施状

況の報告を基に、教員の目標達成状況を確認するとともに、次年度の育成計画を考え

ます。最終申告時の面接では、教員からＯＪＴに関する自己評価を聞き取り、それに

ついて指導します。さらに、ＯＪＴの取組について評価し、今後の育成についての考

えを伝えます。また、ＯＪＴ責任者やＯＪＴ担当者に対しては、育成の方法について

も評価します。 

  教員は、最終申告を前に、自己のＯＪＴの取組について振り返ります。その際、Ｏ

ＪＴの目標がどの程度達成できたかだけを考えるのではなく、ＯＪＴの方法や自己の

取組姿勢が、職務目標の達成度とどう関連していたかについて併せて検討します。 

 

自己申告書（「職務及び能力開発等について」 裏面） 

「たてわり集会」「子どもまつ
り」等の活動を、自分たちで計画
し、実践する活動を通して、最高
学年としての責任感と下級生への
思いやりの心を育てる。

○下級生が楽しめる集会を開くために、学年で輪番制
の「たてわり集会企画運営委員会」を作る。集会案の
検討や実施後の評価を行い、月2回の学年新聞で知らせ
る。
○１１月の児童会行事「子どもまつり」について、ク
ラスの実行委員会を中心に、1学期は出し物の決定、細
かい計画の作成、2学期は計画にしたがった準備と実
施、3学期は評価と次年度の方針の検討を行う。

○「たてわり集会企画委員会」を１
回実施した。１回目でさまざまな反
省や改善事項が明らかになったの
で、２回目に生かしたい。

○他の学年の教員や児童会担当との
連携が今ひとつ十分ではなかった。

（

最　 終 　申 　告 　日

今　年　度　の　目　標 目標達成のための具体的手立て
「いつまでに」「どのように」「どの程度」 進ちょく状況及び追加／変更 成　果　と　課　題 自己

採点

当　 初 　申 　告 　日 中  間  申  告  日

○６年児童全員が「たてわり集会企
画運営委員会」を２回経験した。後
半、下級生が楽しめる工夫の提案、
導入がなされ責任感を高めた。
○計画に取り組んだので、じっくり
話し合いながら進められていくこと
ができた。児童会担当との連携不足
で材料が届くのが遅れてしまった。

Ｃ

４
　
能
力
開
発
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
研
究
・
研

修
、
自
己
啓
発
）

(学習指導力)
 　教材・教具や指導方法を工夫し、
児童の興味を引き出す指導、個に応
じた指導ができる。
(生活指導・進路指導力)
　自校の児童の実態を把握できる。
(外部との連携･折衝力)
　保護者や地域、外部機関と適切な
関係を築くことができる。
(学校運営力・組織貢献力)
　提案や立案の前に他の教員と共通
理解を図ることができる。

○ペアによる相互授業観察を実施し記録や意見の交換を
行う。
○教材・教具や指導法の工夫を入れた授業展開を学年会
で提案する。

○主幹教諭と共に、視点を決めて定期的に校内の見回りを
する。

○先輩教員と共に、地域や外部機関との打ち合わせに参
加する。

○「報告・連絡・相談」を徹底し、仕事の進行管理を行う。

○相互授業参観や授業展開の提案を通
じ、自分なりの手応えを感じている。

○校内の見回り活動で自分の学級以外
の多様な児童との接触が増え、そのこと
が自学級の児童の理解に有効にはたら
いている。
○地域との打ち合わせに参加する機会
があまりなかった。今後の課題。
○いわゆる報連相は行えている。今後中
身を充実させたい。

○これまで行ってきたことを、今年度初め
て「ＯＪＴ」という概念を念頭に意図的･計
画的･継続的に進めてみたが、日常の職
務のいたるところに学べる機会のあること
を実感し、非常に効果的であることが分
かった。
○外部折衝については、あまり身に付け
る機会を得ずして終わってしまった。次
年度の優先課題としたい。

Ｃ

３
担
当
職
務
の
目
標
と
成
果

特

別

活

動

・

そ

の

他

５
 
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

将来果たすべき自己の役割 左記の役割を果たせるようにするための中・長期的な展望
「どのような学校を経験したいか」「どのような分掌を経験したいか」「昇任選考についてどう考えるか」「必要な研究や研修についてどう考えるか」

○今後２年以内に主任教諭となり、その経験を３～５年経て、校内のミドルリーダーを目指し主幹教諭の選考を受験する。
○主幹教諭としての適性が十分ではないと判断したときには、指導教諭として教育指導のリーダーとなることを目指す。そのため来年度、東京教師道場
（算数）の助言者となり、教科の専門的力量を高め、後輩育成に貢献する。
○生活指導の経験不足を補うため、生活指導に関する研修、特に児童理解や教育相談の研修を積極的に受講する。
○生活指導経験が十分ではないため、分掌においては生活指導部、異動の際には生活指導に重点を置いている学校を経験したい。

６
 
自
由
意
見

当　 初 　申 　告 　日 中  間  申  告  日 最　 終 　申 　告 　日

 学校経営

 教育行政

 学校運営のリーダー

 教育指導のリーダー

 学校経営

 教育行政

 学校運営のリーダー

 教育指導のリーダー

 

将 来 果 た す べ き 役 割 を 念 頭

に、自己のキャリアについて

中･長期の展望を描きます。 

今年度のＯＪ

Ｔの目標を設

定します。 

中 間 申 告 時 ま

で の Ｏ Ｊ Ｔ の

状 況 を 振 り 返

り、修正の必要

が あ れ ば 変 更

します。  

その 年 度の Ｏ ＪＴ に

つい て 振り 返 り、 成

果を 確 認す る とと も

に 課 題 を 明 ら か に

し、 以 後の Ｏ ＪＴ の

改善につなげます。 

４つの力の う ち、重点項目

にしぼって 書 いてもかまい

ません。 

目標に基づき、

具 体 的 な Ｏ Ｊ

Ｔ の 方 法 を 設

定します。 
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１ 教員が身に付けるべき力の表について （資料１・２） 

 教員が身に付けるべき４つの力ごとに、一人一人の教員（教諭・主幹教諭）の育成段

階に応じた身に付けるべき力と、主幹教諭に身に付けるべき力の具体例を示しました。  

 

２ 身に付けるべき力に応じたＯＪＴの具体例について (資料３・４) 

「①各育成段階（基礎形成期・伸長期・充実期、主幹教諭）に身に付けるべき様々な

力」に対して 、「②ＯＪＴの場面や方法（１先輩や上司からの日常的な助言や仕事ぶり

から学ばせる、２新たな職務を経験させる、３教員相互で学び合う場を活用する）」ご

とに、「③ ＯＪＴの方法の具体例」を示しました。 

 

 ＜身に付けるべき力に応じたＯＪＴの具体例の表の見方について＞ 
 
 身に付けるべき力に応じたＯＪＴの具体例 ＜ 小学校 教諭・主任教諭＞  

学 習 指 導 力 生 活 指 導 力・進 路 指 導 力  

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの具体例 

基 

礎 

形 

成 

期 

 (1) 指 導 力 の 高 い 教 員 が 定 期 的
に 授 業 観 察 し 指 導 案 に 沿 い
振 り 返 り を さ せ る 。  

(2) 幾 つ か の 単 元 の 指 導 計 画 を
作 ら せ 、 学 年 会 で 提 案 さ せ
る 。  

(3) 研 究 授 業 で は 事 前 に 学 習 指
導 案 に 目 を 通 し 、授 業 を 参 観
さ せ る 。  

 
(1) 授 業 を 見 る ポ イ ン ト や 自 己

の 改 善 計 画 を 立 て さ せ 、助 言
す る 。  

(2) 定 期 的 に 指 導 力 の 高 い 教 員
の 授 業 を 参 観 さ せ 、自 己 の 課
題 を 整 理 さ せ る 。  

(3) 校 内 研 究 の 授 業 者 を 経 験 さ
せ 、授 業 の 改 善 点 を ま と め さ
せ る 。  

 (1)学 年 会 の 中 で 児 童 の 状 況
や 指 導 上 の 悩 み に つ い て 報
告 さ せ る 。  

(2)児 童 の 支 援 シ ー ト を 作 成
さ せ 、校 内 委 員 会 で 報 告 さ
せ る 。  

(3)研 究 授 業 の 際 に 観 察 対 象
児 を 決 め 、 児 童 理 解 を 深
め さ せ る 。  

 
(1)先 輩 教 員 か ら の 助 言 を 基

に 、対 応 策 を 立 て 週 ご と の
指 導 計 画 に 記 載 さ せ る 。  

(2)校 内 委 員 会 で 得 た 助 言 を 基
に 実 践 し た 事 例 を 、 学 年 会
で 報 告 さ せ る 。  

(3)生 活 指 導 研 修 会 で 事 例 を
提 案 さ せ 、様 々 な 対 応 策 を
集 め さ せ る 。  

伸 
 

長 
 

期 

 
 
 
 
 
 
 
 

(1) ペ ア に よ る 相 互 授 業 観 察 を
実 施 し 授 業 記 録 や 意 見 の 交
換 を 行 わ せ る 。  

(2)教 材 ・ 教 具 や 指 導 法 の 工 夫
を 入 れ た 授 業 展 開 を 学 年 で
提 案 さ せ る 。  

(3) 指 導 方 法 の 工 夫 と い う 視 点
で 授 業 記 録 や 協 議 会 で の 発
言 を 行 わ せ る 。  

 
(1)指 導 対 象 教 員 の 授 業 の 実 態

を 基 に 、 月 ご と の 育 成 計 画
を 立 て さ せ る 。  

(2)自 分 な り の 授 業 記 録 や 指 導
の 方 法 を 考 え 主 幹 教 諭 に 相
談 さ せ る 。  

(3)校 内 研 究 で 授 業 や 指 導 案 に
つ い て よ い 点 と 改 善 点 を 助
言 さ せ る 。  

 (1)主 幹 教 諭 と 共 に 、視 点 を 決
め て 定 期 的 に 校 内 の 見 回
り を さ せ る 。  

(2)生 活 指 導 連 絡 会 等 で 全 校
児 童 の 成 長 と 問 題 点 を 報
告 さ せ る 。  

(3)研 修 会 テ ー マ と 関 連 す る
自 校 の 児 童 の 実 態 と 課 題
を 提 案 さ せ る 。  

 
(1)気 付 い た 課 題 と 要 因 を 整

理 し 、主 幹 教 諭 に 報 告 さ せ
る 。  

(2)自 校 の 課 題 に つ い て 主 幹
教 諭 と 相 談 し 解 決 策 を 立
て さ せ る 。  

(3)課 題 に 関 す る 実 践 例 や 成
功 例 を 生 活 指 導 研 修 会 で
提 案 さ せ る 。  

 
 

３ 校長・副校長が活用するＯＪＴシートについて (資料５) 

 校長・副校長は、一人一人の教員について身に付けさせたい力を明確にし、今年度のＯ

ＪＴの目標、ＯＪＴの方法を記入しておくとともに、指名したＯＪＴ責任者に、ＯＪＴの

具体的な方法、ＯＪＴの実施状況、評価・要改善事項を記入させます。 

児童の 実 態 に
応 じ た 指 導 計
画 を 立 て 授 業
を 行 う こ と が
できる。  

他 の 教 員 の 指
導から学び、自
分 の 指 導 を 改
善できる。  

自 分 の 直 面 す
る生活指導・進
路 指 導 上 の 問
題に気付き、課
題 と し て と ら
えるとともに、
他 の 教 員 に 相
談 し 解 決 で き
る。 

自 分 の 受 け 持
つ 範 囲 の 児 童
の 実 態 を 把 握
で き る と と も
に、伸ばすべき
個性・能力を見
付けられる。

指 導 方 法 を 工
夫し、児童の意
欲 を 引 き 出 す
指導、個に応じ
た 指 導 が で き
る。  

他 の 教 員 の 授
業 を 参 観 し 具
体的な指導・助
言ができる。 

自 校 の 児 童 の
実 態 を 把 握 で
きるとともに、
個 性 や 能 力 を
伸 ば す 指 導 が
できる。 

自 校 の 生 活 指
導・進路指導上
の 課 題 に 気 付
き、他の教員に
問 題 提 起 す る
ことができる。 

①各育成段階（基礎形成期・伸長期・

充実期）に身に付けるべき力 

これは、基礎形成期にある教員が、

生活指導力・進路指導力において身に

付けるべき力の例です。 

②ＯＪＴの場面や方法 

(1)から(3)までは、６ページから 14

ページまでに示した「ＯＪＴの場面や

方法」の１～３と対応しています。 

１ 先輩や上司からの日常的な助言や

仕事ぶりから学ばせる 

２ 新たな職務を経験させる 

３ 教員相互で学び合う場を活用する 

学校の実態に合わせて、(1)から(3)

までのどの場面や方法を重点的に活用

するかを考えます。 

③ＯＪＴの方法の具体例 
 

この具体例は、伸長期にある教員が、

学習指導力の中で身に付けるべき力

を、付けるために示したものです。 

 授業改善に向け、後輩育成も視野に

入れた自分なりの提案をしていくこと

が、伸長期には求められます。 



教
員

が
身

に
付

け
る

べ
き

力
 

＜
小

・
中

学
校

 
教

諭
・

主
任

教
諭

＞
 

学
習

指
導

力
 

生
活
指
導
力
・
進
路
指
導
力
 

外
部
と
の
連
携
・
折
衝
力
 

学
校
運
営
力
・
組
織
貢
献
力
 

  
 

身
に

付
け

る
べ

き
 

 
 

 
 

 
４

つ
の

力
 

  
 
 

 
段
 

  
階
 

○
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
 

○
ね
ら
い
に
沿
っ
て
学
習
を
進
め
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
の
興
味
を
引
き
出
し
、
個
に
応
じ
た
指

導
を
す
る
力
 

○
主
体
的
な
学
習
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
力
 

○
学
習
状
況
を
適
切
に
評
価
し
、
授
業
を
進
め
る

力
 

○
授
業
を
振
り
返
り
改
善
す
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
の
思
い
を
理
解
し
、
適
切
に
指
導
す
る

力
 

○
児
童
・
生
徒
の
個
性
や
能
力
の
伸
長
並
び
に
健
全
な

心
身
及
び
社
会
性
の
育
成
を
通
し
て
自
己
実
現
を
図

ら
せ
る
力
 

○
自
校
の
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上
の
課
題
を
発
見
し

解
決
す
る
力
 

○
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
適
切
に
対
応
す
る
力
 

○
課
題
に
応
じ
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
連

携
を
と
り
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
力
 

○
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
の
下
、

自
校
の
教
育
の
向
上
を
図
る
力
 

○
学
校
か
ら
の
情
報
発
信
や
広
報
、
保
護
者
・
地

域
・
外
部
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
を
適
切
に
行

う
力
 

○
校
務
に
お
い
て
企
画
・
立
案
す
る
力
 

○
上
司
や
同
僚
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
、
円
滑
に
校
務
を
遂
行
す
る
力
 

○
組
織
の
一
員
と
し
て
校
務
に
積
極
的
に
参
画
す

る
力
 

○
校
務
の
問
題
点
を
把
握
し
改
善
す
る
力
 

基 礎 形 成 期 

学 習 指 導 や 生 活 指 導 、 学 級 経 営 に お け る

教 員 と し て の 基 礎 的 な 力 を 身 に 付 け る 。

ま た 、 教 職 へ の 使 命 感 、 教 育 公 務 員 と し

て の 自 覚 を 身 に 付 け る 。 

・
児
童
・
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
計
画
を

立
て
、
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
教
材
・
教
具
を
工
夫
し
、
児
童
・
生
徒
に
興

味
・
関
心
を
も
た
せ
る
指
導
が
で
き
る
。
 

・
自
分
の
指
導
の
問
題
点
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
。
 

・
他
の
教
員
の
指
導
か
ら
学
び
、
自
分
の
指
導

を
改
善
で
き
る
。
 

・
自
分
の
受
け
持
つ
範
囲
の
児
童
・
生
徒
の
実

態
を
把
握
で
き
る
と
と
も
に
、
伸
ば
す
べ
き

個
性
・
能
力
を
見
付
け
ら
れ
る
。
 

・
自
分
の
直
面
す
る
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上

の
問
題
に
気
付
き
、
課
題
と
し
て
と
ら
え
る

と
と
も
に
、
他
の
教
員
に
相
談
し
解
決
で
き

る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
、
必
要
な
連

絡
を
適
時
・
適
切
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
の
思
い
を
受
け

止
め
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
連
絡
・
協
議

事
項
を
明
確
に
し
て
、
連
携
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

・
分
掌
主
任
・
学
年
主
任
や
主
幹
教
諭
、
校
長
・

副
校
長
に
対
し
て
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
を

き
ち
ん
と
で
き
る
。
 

・
決
め
ら
れ
た
内
容
を
期
日
ま
で
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

・
前
年
度
の
資
料
や
前
任
者
か
ら
の
情
報
を
基

に
、
提
案
文
書
を
作
成
で
き
る
。
 

・
組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
積
極

的
に
校
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

伸 長 期 

知 識 や 経 験 に 基 づ く 実 践 力 を 高 め 、 初

任 者 等 に 先 輩 と し て 助 言 す る 。 主 任 教

諭 の 補 佐 を 行 い 、 分 掌 組 織 の 一 員 と し て

積 極 的 に 貢 献 で き る 力 を 身 に 付 け る 。

・
指
導
方
法
を
工
夫
し
、
児
童
・
生
徒
の
意
欲

を
引
き
出
す
指
導
、
個
に
応
じ
た
指
導
が
で

き
る
。
 

・
専
門
的
知
識
や
指
導
技
術
を
活
用
し
、
児
童
・

生
徒
の
理
解
の
状
況
に
応
じ
た
指
導
が
で
き

る
。
 

・
他
の
教
員
の
授
業
を
参
観
し
具
体
的
な
指

導
・
助
言
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
児
童
・
生
徒
の
実
態
を
把
握
で
き
る

と
と
も
に
、
個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
指
導
が

で
き
る
。
 

・
自
分
の
直
面
す
る
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上

の
問
題
・
課
題
に
つ
い
て
、
自
分
で
解
決
で

き
る
。
 

・
自
校
の
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上
の
課
題
に

気
付
き
、
他
の
教
員
に
問
題
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
必
要
な
情
報

提
供
や
適
切
な
説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。  

・
問
題
解
決
の
た
め
に
、
保
護
者
・
地
域
・
外

部
機
関
と
円
滑
に
連
絡
・
調
整
が
で
き
る
。
 

・
他
の
教
員
に
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と

の
協
働
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
が
で
き

る
。
 

・
提
案
に
必
要
な
情
報
を
積
極
的
に
集
め
、
改

善
点
を
明
確
に
し
た
提
案
が
で
き
る
。
 

・
提
案
や
立
案
に
際
し
、
事
前
に
他
の
教
員
と

共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
校
務
分
掌
の
問
題
点
の
把
握
と
改
善
案
の
立

案
が
で
き
る
。
 

一 人 一 人 の 教 員 の 育 成 段 階 に 応 じ た 身 に 付 け る べ き 力 

充 実 期 

校 務 分 掌 な ど に お け る 学 校 運 営 上 の 重 要 な 役 割

を 担 当 す る 。 指 導 監 督 層 で あ る 主 幹 教 諭 を 補 佐

す る 。 教 育 指 導 の 専 門 性 を 高 め 、 同 僚 や 若 手 教

員 へ の 助 言 ・ 支 援 な ど の 指 導 的 役 割 を 担 う 。 

・
児
童
・
生
徒
の
反
応
を
生
か
し
、
主
体
的
な

学
習
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
広
く
模
範
と
な
る
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
 

・
他
者
の
指
導
上
の
課
題
を
と
ら
え
、
分
析
・

助
言
・
提
案
が
で
き
る
。
 

・
授
業
改
善
や
授
業
評
価
に
つ
い
て
の
自
校
の

実
態
を
と
ら
え
、
問
題
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

・
児
童
・
生
徒
に
自
己
有
用
感
を
味
わ
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
潜
在
的
な
問
題
に
気
付
き
、
課
題
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上
の
課
題
の

解
決
に
向
け
、
具
体
的
方
策
を
提
案
で
き
る
。  

・
他
の
教
員
の
抱
え
る
課
題
に
気
付
き
解
決
に

向
け
助
言
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
対
し
学
校
の

考
え
を
明
確
に
示
し
、
円
滑
な
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
外
部
へ
の
情
報
発
信
や
外
部
か
ら
の
情
報
収

集
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
の
下
、

自
校
の
教
育
活
動
を
よ
り
高
い
も
の
に
で
き

る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
に
つ

い
て
、
他
の
教
員
に
対
し
適
切
な
指
導
が
で

き
る
。
 

・
学
校
の
課
題
を
と
ら
え
、
校
長
・
副
校
長
に

問
題
提
起
が
で
き
る
。
 

・
分
掌
主
任
・
学
年
主
任
及
び
主
幹
教
諭
に
進

ち
ょ
く
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
他
分
掌
と

の
調
整
や
、
分
掌
の
進
行
管
理
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

・
校
務
に
つ
い
て
、
他
の
教
員
に
指
導
・
助
言

で
き
る
。
 

 

 

主
任

教
諭

 

初
任

者
 

主
幹

教
諭

 
指

導
教

諭
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教
員

が
身

に
付

け
る

べ
き

力
 

＜
高

等
学

校
 

教
諭

・
主

任
教

諭
＞

 

学
習

指
導

力
 

生
活
指
導
力
・
進
路
指
導
力
 

外
部
と
の
連
携
・
折
衝
力
 

学
校
運
営
力
・
組
織
貢
献
力
 

  
 

身
に

付
け

る
べ

き
 

 
 

 
 

 
４

つ
の

力
 

   
段
 

  
階
 

○
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
 

○
ね
ら
い
に
沿
っ
て
学
習
を
進
め
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
の
興
味
を
引
き
出
し
、
個
に
応
じ
た
指

導
を
す
る
力
 

○
主
体
的
な
学
習
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
力
 

○
学
習
状
況
を
適
切
に
評
価
し
、
授
業
を
進
め
る

力
 

○
授
業
を
振
り
返
り
改
善
す
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
の
思
い
を
理
解
し
、
適
切
に
指
導
す
る

力
 

○
児
童
・
生
徒
の
個
性
や
能
力
の
伸
長
並
び
に
健
全
な

心
身
及
び
社
会
性
の
育
成
を
通
し
て
自
己
実
現
を
図

ら
せ
る
力
 

○
自
校
の
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上
の
課
題
を
発
見
し

解
決
す
る
力
 

○
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
適
切
に
対
応
す
る
力
 

○
課
題
に
応
じ
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
連

携
を
と
り
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
力
 

○
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
の
下
、

自
校
の
教
育
の
向
上
を
図
る
力
 

○
学
校
か
ら
の
情
報
発
信
や
広
報
、
保
護
者
・
地

域
・
外
部
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
を
適
切
に
行

う
力
 

○
校
務
に
お
い
て
企
画
・
立
案
す
る
力
 

○
上
司
や
同
僚
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
、
円
滑
に
校
務
を
遂
行
す
る
力
 

○
組
織
の
一
員
と
し
て
校
務
に
積
極
的
に
参
画
す

る
力
 

○
校
務
の
問
題
点
を
把
握
し
改
善
す
る
力
 

基 礎 形 成 期 

学 習 指 導 や 生 活 指 導 、 学 級 経 営 に お け る 教 員

と し て の 基 礎 的 な 力 を 身 に 付 け る 。 ま た 、 教

職 へ の 使 命 感 、 教 育 公 務 員 と し て の 自 覚 を 身

に 付 け る 。 

・
教
科
・
科
目
の
目
標
に
合
っ
た
指
導
計
画
を

立
て
、
計
画
的
に
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
 

・
専
門
的
知
識
・
技
能
を
活
用
し
、
生
徒
の
意

欲
を
高
め
る
指
導
が
で
き
る
。
 

・
自
分
の
指
導
の
問
題
点
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
。
 

・
他
の
教
員
の
授
業
か
ら
学
び
、
自
分
の
指
導

を
改
善
で
き
る
。
 

・
自
分
の
担
当
す
る
生
徒
の
実
態
を
把
握
で
き

る
と
と
も
に
、
伸
ば
す
べ
き
個
性
・
能
力
を

見
付
け
ら
れ
る
。
 

・
指
導
に
当
た
っ
て
、
家
庭
や
関
係
機
関
と
の

適
切
な
対
応
が
で
き
る
。
 

・
生
活
指
導
・
進
路
指
導
に
関
す
る
概
念
や
機

能
を
理
解
し
実
際
に
指
導
に
活
用
で
き
る
。
 

・
自
分
の
直
面
す
る
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上

の
問
題
に
気
付
き
、
課
題
と
し
て
と
ら
え
る

と
と
も
に
、
他
の
教
員
に
相
談
し
な
が
ら
、

解
決
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
や
、
部
活
動
等
の
外
部
指
導

者
等
に
対
し
て
、
必
要
な
連
絡
を
適
宜
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
の
思
い
を
受
け

止
め
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
。
 

・
先
輩
教
員
の
指
示
で
、
保
護
者
・
地
域
・
外

部
機
関
と
の
連
絡
・
協
議
事
項
を
明
確
に
し
、

連
携
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
分
掌
主
任
・
学
年
主
任
（
主
幹
教
諭
）
や
校

長
・
副
校
長
に
対
し
て
、
報
告
・
連
絡
・
相

談
を
き
ち
ん
と
で
き
る
。
 

・
自
分
の
役
割
を
理
解
し
、
決
め
ら
れ
た
内
容

を
期
日
ま
で
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
 

・
前
年
度
の
資
料
や
前
任
者
か
ら
の
情
報
を
基

に
、
起
案
文
書
を
作
成
で
き
る
。
 

・
組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
積
極

的
に
校
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

伸 長 期 

知 識 や 経 験 に 基 づ く 実 践 力 を 高 め 、 初

任 者 等 に 先 輩 と し て 助 言 す る 。 主 任 教

諭 の 補 佐 を 行 い 、 分 掌 組 織 の 一 員 と し て

積 極 的 に 貢 献 で き る 力 を 身 に 付 け る 。

・
指
導
方
法
を
工
夫
し
、
生
徒
の
興
味
を
引
き

出
す
指
導
、
個
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
。
 

・
専
門
的
知
識
や
指
導
技
術
を
活
用
し
、
生
徒

の
理
解
の
状
況
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
。
 

・
他
の
教
員
の
授
業
を
観
察
し
具
体
的
な
指
導
・

助
言
が
で
き
る
。
 

・
広
く
校
内
外
で
、
研
究
・
研
修
を
行
い
実
践

に
生
か
せ
る
。
 

・
自
校
の
生
徒
の
実
態
を
把
握
で
き
る
と
と
も

に
、
個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。 

・
自
分
の
直
面
す
る
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上

の
課
題
に
つ
い
て
、
自
分
で
解
決
で
き
る
。
 

・
自
校
の
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上
の
課
題
に

気
付
き
、
問
題
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
必
要
な
情
報

提
供
や
適
切
な
説
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
授
業
等
や
問
題
解
決
の
た
め
に
、
保
護
者
・

地
域
・
外
部
機
関
と
円
滑
に
連
絡
・
調
整
が

で
き
る
。
 

・
他
の
教
員
に
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と

の
協
働
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
提
案
に
必
要
な
情
報
を
積
極
的
に
集
め
、
改

善
点
を
明
確
に
し
た
提
案
が
で
き
る
。
 

・
提
案
や
立
案
に
際
し
、
事
前
に
他
の
教
諭
と

共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
校
務
分
掌
の
問
題
点
の
把
握
と
改
善
策
の
立

案
が
で
き
る
。
 

 

一 人 一 人 の 教 員 の 育 成 段 階 に 応 じ た 身 に 付 け る べ き 力 

充 実 期 

校 務 分 掌 な ど に お け る 学 校 運 営 上 の 重 要 な 役 割

を 担 当 す る 。 指 導 監 督 層 で あ る 主 幹 教 諭 を 補 佐

す る 。 教 育 指 導 の 専 門 性 を 高 め 、 同 僚 や 若 手 教

員 へ の 助 言 ・ 支 援 な ど の 指 導 的 役 割 を 担 う 。 

・
生
徒
の
反
応
を
生
か
し
、
主
体
的
な
学
習
を

促
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
広
く
模
範
と
な
る
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
 

・
他
者
の
指
導
上
の
課
題
を
と
ら
え
、
分
析
・

助
言
・
提
案
が
で
き
る
。
 

・
授
業
計
画
や
授
業
評
価
に
つ
い
て
の
自
校
の

実
態
を
と
ら
え
、
問
題
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

・
児
童
・
生
徒
に
自
己
有
用
感
を
味
わ
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
潜
在
的
な
問
題
に
気
付
き
、
課
題
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上
の
課
題
の

解
決
に
向
け
、
具
体
的
方
策
を
提
案
で
き
る
。 

・
他
の
教
員
の
抱
え
る
課
題
に
気
付
き
解
決
に

向
け
て
助
言
で
き
る
。
 

・
保
護
者
や
地
域
、
外
部
機
関
等
に
対
し
学
校

の
考
え
を
明
確
に
し
、
円
滑
な
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
外
部
へ
の
情
報
発
信
や
外
部
か
ら
の
情
報
収

集
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
の
下
、

自
校
の
教
育
活
動
を
よ
り
高
い
も
の
に
で
き
る
。 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
に
つ

い
て
、
他
の
教
員
に
対
し
適
切
な
指
導
が
で

き
る
。
 

・
学
校
の
課
題
を
と
ら
え
、
校
長
・
副
校
長
に

問
題
提
起
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
の
要
望
や
実
態
を
踏

ま
え
た
行
事
等
を
立
案
で
き
る
。
 

・
分
掌
主
任
・
学
年
主
任
及
び
主
幹
教
諭
に
進

ち
ょ
く
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
他
分
掌
と

の
調
整
や
、
分
掌
の
進
行
管
理
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

・
校
務
に
つ
い
て
、
他
の
教
員
に
指
導
・
助
言

で
き
る
。
 

 

主
任

教
諭

 

初
任

者
 

主
幹

教
諭

 
指

導
教

諭
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教
員

が
身

に
付

け
る

べ
き

力
 

＜
特

別
支

援
学

校
 

教
諭

・
主

任
教

諭
＞

 

学
習

指
導

力
 

生
活
指
導
力
・
進
路
指
導
力
 

外
部
と
の
連
携
・
折
衝
力
 

学
校
運
営
力
・
組
織
貢
献
力
 

  
 

身
に

付
け

る
べ

き
 

 
 

 
 

 
４

つ
の

力
 

   
段
 

  
階
 

○
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
 

○
ね
ら
い
に
沿
っ
て
学
習
を
進
め
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
の
興
味
を
引
き
出
し
、
個
に
応
じ
た
指

導
を
す
る
力
 

○
主
体
的
な
学
習
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
力
 

○
学
習
状
況
を
適
切
に
評
価
し
、
授
業
を
進
め
る

力
 

○
授
業
を
振
り
返
り
改
善
す
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
と
良
好
な
関
係
を
構
築
す
る
力
 

○
児
童
・
生
徒
の
思
い
を
理
解
し
、
適
切
に
指
導
す
る

力
 

○
児
童
・
生
徒
の
個
性
や
能
力
の
伸
長
並
び
に
健
全
な

心
身
及
び
社
会
性
の
育
成
を
通
し
て
自
己
実
現
を
図

ら
せ
る
力
 

○
自
校
の
生
活
指
導
・
進
路
指
導
上
の
課
題
を
発
見
し

解
決
す
る
力
 

○
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
適
切
に
対
応
す
る
力
 

○
課
題
に
応
じ
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
連

携
を
と
り
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
力
 

○
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
の
下
、

自
校
の
教
育
の
向
上
を
図
る
力
 

○
学
校
か
ら
の
情
報
発
信
や
広
報
、
保
護
者
・
地

域
・
外
部
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
を
適
切
に
行

う
力
 

○
校
務
に
お
い
て
企
画
・
立
案
す
る
力
 

○
上
司
や
同
僚
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
、
円
滑
に
校
務
を
遂
行
す
る
力
 

○
組
織
の
一
員
と
し
て
校
務
に
積
極
的
に
参
画
す

る
力
 

○
校
務
の
問
題
点
を
把
握
し
改
善
す
る
力
 

基 礎 形 成 期 

学 習 指 導 や 生 活 指 導 、 学 級 経 営 に お け る

教 員 と し て の 基 礎 的 な 力 を 身 に 付 け る 。

ま た 、 教 職 へ の 使 命 感 、 教 育 公 務 員 と し

て の 自 覚 を 身 に 付 け る 。 

・
児
童
・
生
徒
の
健
康
、
障
害
の
状
態
や
能
力
・

適
性
に
応
じ
た
指
導
計
画
を
立
て
、
授
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
指
導
計
画
に
基
づ
く
評
価
を
適
切
に
行
い
、

指
導
内
容
や
方
法
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

・
自
分
の
指
導
の
問
題
点
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
。
 

・
教
員
間
で
児
童
・
生
徒
の
状
況
や
課
題
等
を

共
通
認
識
し
指
導
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
児
童
・
生
徒
の
健
康
、
障
害
の
状
態
や
能
力
・

適
性
に
即
し
、
個
へ
の
発
達
援
助
・
指
導
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
直
面
す
る
生
活
指
導
･進
路
指
導
上
の
問
題
や

課
題
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
直
面
す
る
問
題
や
課
題
を
教
員
間
で
共
通
認

識
し
、
先
輩
教
員
や
保
護
者
に
相
談
し
な
が

ら
、
解
決
で
き
る
。
 

・
保
護
者
と
児
童
･生
徒
に
つ
い
て
相
互
理
解
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
対
し
て
、
必

要
な
連
絡
を
適
宜
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
の
方
の
思
い
を

受
け
止
め
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
。
 

 

・
教
員
や
校
長
・
副
校
長
に
対
し
て
、
報
告
・

連
絡
・
相
談
を
き
ち
ん
と
で
き
る
。
 

・
自
分
の
役
割
を
理
解
し
、
決
め
ら
れ
た
内
容

を
期
日
ま
で
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
前
年
度
の
資
料
や
前
任
者
か
ら
の
情
報
を
基

に
提
案
し
、
起
案
文
書
と
し
て
立
案
で
き
る
。 

・
組
織
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
積
極

的
に
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

伸 長 期 

知 識 や 経 験 に 基 づ く 実 践 力 を 高 め 、 初

任 者 等 に 先 輩 と し て 助 言 す る 。 主 任 教

諭 の 補 佐 を 行 い 、 分 掌 組 織 の 一 員 と し て

積 極 的 に 貢 献 で き る 力 を 身 に 付 け る 。

・
児
童
・
生
徒
の
健
康
、
障
害
の
状
態
や
能
力
・

適
性
等
を
客
観
的
に
理
解
し
、
教
材
・
教
具

や
指
導
方
法
の
工
夫
を
行
い
、
個
に
応
じ
た

指
導
が
で
き
る
。
 

・
教
員
間
の
連
携
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
が
興

味
・
関
心
を
深
め
ら
れ
る
指
導
が
で
き
る
。
 

・
他
の
教
員
の
授
業
を
観
察
し
具
体
的
な
指

導
・
助
言
が
で
き
る
。
 

・
児
童
・
生
徒
の
健
康
、
障
害
の
状
態
や
能
力
・

適
性
な
ど
を
客
観
的
に
理
解
し
、
個
へ
の
発

達
援
助
・
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
直
面
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
中
心
的

役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
生
活
指
導
･進
路
指
導
上
の
問
題
や
課

題
に
気
付
き
、
問
題
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

・
保
護
者
と
相
互
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
適

切
な
助
言
や
支
援
、
情
報
提
供
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
情
報
交
換
等

を
行
い
、
適
切
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
。
 

・
問
題
解
決
の
た
め
に
、
保
護
者
・
地
域
・
外

部
機
関
と
円
滑
に
連
絡
･調
整
が
で
き
る
。
 

・
提
案
に
必
要
な
情
報
を
積
極
的
に
集
め
、
改

善
点
を
明
確
に
し
た
提
案
が
で
き
る
。
 

・
立
案
に
際
し
、
事
前
に
他
の
教
員
と
共
通
理

解
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
校
務
分
掌
の
問
題
点
の
把
握
と
改
善
案
の
立

案
が
で
き
る
。
 

一 人 一 人 の 教 員 の 育 成 段 階 に 応 じ た 身 に 付 け る べ き 力 

充 実 期 

校 務 分 掌 な ど に お け る 学 校 運 営 上 の 重 要 な 役 割

を 担 当 す る 。 指 導 監 督 層 で あ る 主 幹 教 諭 を 補 佐

す る 。 教 育 指 導 の 専 門 性 を 高 め 、 同 僚 や 若 手 教 員

へ の 助 言 ・ 支 援 な ど の 指 導 的 役 割 を 担 う 。 

・
児
童
・
生
徒
の
理
解
を
深
め
、
課
題
解
決
に

向
け
て
創
意
・
工
夫
が
で
き
る
。
 

・
広
く
模
範
と
な
る
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
 

・
他
者
の
指
導
上
の
課
題
を
と
ら
え
、
分
析
・

助
言
・
提
案
が
で
き
る
。
 

・
授
業
改
善
や
授
業
評
価
に
つ
い
て
の
自
校
の

課
題
を
と
ら
え
、
全
体
に
提
案
で
き
る
。
 

 

・
自
校
の
児
童
・
生
徒
の
希
望
や
課
題
を
的
確

に
把
握
し
、
個
へ
の
発
達
援
助
・
指
導
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
潜
在
的
な
問
題
に
気
付
き
、
課
題
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
具
体
的
方
策

を
提
案
し
、
中
心
と
な
り
な
が
ら
実
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
他
の
教
員
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
つ
い
て

助
言
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
に
対
し
学
校
の

考
え
を
明
確
に
し
、
協
働
で
き
る
関
係
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
の
下
、

自
校
の
教
育
活
動
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
外
部
へ
の
情
報
発
信
や
外
部
か
ら
の
情
報
収

集
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
協
働
に
つ

い
て
、
他
の
教
員
に
対
し
適
切
な
指
導
が
で

き
る
。
 

・
保
護
者
や
地
域
社
会
の
要
望
や
実
態
を
踏
ま

え
た
行
事
等
を
立
案
で
き
る
。
 

・
学
校
の
課
題
を
と
ら
え
、
校
長
・
副
校
長
に

問
題
提
起
が
で
き
る
。
 

・
分
掌
主
任
・
学
年
主
任
及
び
主
幹
教
諭
に
進

ち
ょ
く
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
他
分
掌
と

の
調
整
や
、
分
掌
の
進
行
管
理
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

・
校
務
に
つ
い
て
、
他
の
教
員
に
指
導
・
助
言

で
き
る
。
 

  

初
任

者
 

主
任

教
諭

 

主
幹

教
諭

 
指

導
教

諭
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教
員

が
身

に
付

け
る

べ
き

力
 

＜
主

幹
教

諭
＞

 

 

学
 
習
 
指
 
導
 
力
 

生
活
指
導
力
・
進
路
指
導
力
 

外
部
と
の
連
携
・
折
衝
力
 

学
校
運
営
力
・
組
織
貢
献
力
 

 

小 ・ 中 学 校 

・
教
員
の
学
習
指
導
上
の
悩
み
や
課
題
を
早
期

に
発
見
し
、教
員
に
応
じ
た
細
か
な
対
応
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
自
校
の
学
習
指
導
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て

校
長
・
副
校
長
に
報
告
し
、
改
善
策
を
提
案
で

き
る
。
 

・
年
間
指
導
計
画
の
実
施
状
況
を
把
握
し
 学
年

主
任
や
教
科
主
任
に
指
導
・
助
言
で
き
る
。
 

・
全
学
年
・
全
教
科
等
に
わ
た
る
課
題
を
整
理
し

学
校
全
体
の
年
間
指
導
計
画
や
授
業
改
善
推

進
プ
ラ
ン
、
個
別
指
導
計
画
、
評
価
計
画
等
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
児
童
・
生
徒
の
観
察
や
教
員
か
ら
の
情
報
収
集
に

基
づ
き
、
自
校
の
生
活
指
導
や
進
路
指
導
の
課
題

を
と
ら
え
、
改
善
策
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
生
活
指
導
や
進
路
指
導
の
状
況
に
つ
い
て
、
適
時

適
切
に
校
長
・
副
校
長
に
報
告
し
、
対
応
策
を
提

案
で
き
る
。
 

・
指
導
方
針
や
指
導
方
法
の
徹
底
に
向
け
主
任
等
へ

の
指
示
や
連
絡
・
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
児
童
・
生
徒
の
個
性
や
能
力
を
把
握
し
、
自
己
実

現
に
向
け
た
生
活
指
導
・
進
路
指
導
の
計
画
・
実

施
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
か
ら
の
苦
情
や
要
請
に
対

し
て
、円
滑
か
つ
迅
速
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。  

・
保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
教
員
の
対
応
に
お
け
る
課

題
を
校
長
・
副
校
長
に
報
告
し
、
解
決
策
を
提
案
で
き

る
。
 

・
外
部
へ
の
情
報
発
信
や
広
報
に
つ
い
て
、
ね
ら
い
に
基

づ
い
た
計
画
を
立
て
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
を
円
滑
に
行
い
、

課
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
学
校
行
事
や
地
域
行
事
等
の
実
施
を
、
保
護
者
・
地
域
・

外
部
機
関
と
協
働
・
共
創
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。  

・
分
掌
全
体
の
進
行
管
理
や
分
掌
間
の
調
整
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
各
分
掌
主
任
に
、
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
 

・
教
員
の
校
務
遂
行
状
況
や
、
分
掌
に
お
け
る
教
員
の
意
見

等
を
ま
と
め
、
校
長
・
副
校
長
に
意
見
具
申
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
 

・
各
会
議
や
校
務
を
遂
行
す
る
場
に
お
い
て
、
校
長
の
経
営

方
針
を
周
知
徹
底
し
、学
校
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。  

・
教
育
指
導
に
必
要
な
研
修
や
研
究
を
、
組
織
的
・
計
画
的

に
進
め
る
た
め
の
企
画
・
調
整
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
率
先
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
施
状
況
を

校
長
・
副
校
長
に
報
告
し
、
改
善
策
を
提
案
で
き
る
。
 

小 ・ 中 学 校 

高 等 学 校 

・
教
員
の
学
習
指
導
上
の
悩
み
や
課
題
を
早
期
に

発
見
し
、教
員
に
応
じ
た
細
か
な
対
応
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
授
業
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
校
長
・
副
校
長

に
報
告
し
、
改
善
策
を
提
案
で
き
る
。
 

・
年
間
授
業
計
画
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、
教
科

担
当
や
教
科
主
任
に
指
導
・
助
言
で
き
る
。
 

・
教
科
等
に
わ
た
る
課
題
を
整
理
し
、
年
間
授
業

計
画
の
改
善
や
、授
業
評
価
プ
ラ
ン
等
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
生
徒
の
観
察
や
教
員
か
ら
の
情
報
収
集
に
基
づ
き
、

自
校
の
生
活
指
導
や
進
路
指
導
の
課
題
を
と
ら
え
、

改
善
策
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
生
活
指
導
や
進
路
指
導
の
課
題
に
つ
い
て
、
適
時

適
切
に
校
長
・
副
校
長
に
報
告
し
、
対
応
策
を
提

案
で
き
る
。
 

・
指
導
方
針
や
指
導
方
法
の
徹
底
に
向
け
教
員
等
へ

の
指
示
や
連
絡
・
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
生
徒
の
個
性
や
能
力
を
把
握
し
、
自
己
実
現
に
向

け
た
進
路
指
導
の
計
画
・
実
施
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
か
ら
の
苦
情
や
要
請
に
対

し
て
、円
滑
か
つ
迅
速
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
教
員
の
対
応
に
お
け
る
課

題
を
校
長
・
副
校
長
に
報
告
し
、
解
決
策
を
提
案
で
き

る
。
 

・
外
部
へ
の
情
報
発
信
や
広
報
に
つ
い
て
、
ね
ら
い
に
基

づ
い
た
計
画
を
立
て
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
地
域
・
外
部
機
関
と
の
連
絡
・
調
整
を
円
滑
に
行
い
、

課
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
学
校
行
事
や
地
域
行
事
等
の
実
施
を
、
保
護
者
・
地
域
・

外
部
機
関
と
協
働
・
共
創
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
分
掌
の
進
行
管
理
や
分
掌
間
の
調
整
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
分
掌
担
当
者
に
、
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

・
主
幹
教
諭
会
議
等
を
通
し
て
、
学
校
の
課
題
へ
の
対
応
策

を
作
成
し
、
校
長
・
副
校
長
に
意
見
具
申
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
 

・
各
会
議
や
校
務
を
遂
行
す
る
場
に
お
い
て
、
校
長
の
経
営

方
針
を
周
知
徹
底
し
、学
校
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。  

・
教
育
活
動
に
必
要
な
研
修
や
研
究
を
、
組
織
的
・
計
画
的

に
進
め
る
た
め
の
企
画
・
調
整
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
率
先
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
施
状
況
を

校
長
・
副
校
長
に
報
告
し
、
改
善
策
を
提
案
で
き
る
。
 

高 等 学 校 

特 別 支 援 学 校 

・
教
員
の
学
習
指
導
上
の
悩
み
や
課
題
を
早
期
に

発
見
し
、
教
員
に
応
じ
た
細
か
な
対
応
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

・
年
間
指
導
計
画
の
実
施
・
進
行
状
況
を
把
握
し
 

 
学
年
主
任
や
教
科
主
任
に
指
導
・
助
言
で
き

る
。
 

・
学
習
指
導
に
関
す
る
研
修
や
研
究
を
、
組
織

的
・
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
教
科
等
に
わ
た
る
課
題
を
整
理
し
、
年
間
指
導

計
画
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
児
童
･生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
学
校
経
営
計
画

に
沿
っ
た
個
へ
の
発
達
援
助
･指
導
を
推
進
す
る

生
活
指
導
や
進
路
指
導
上
の
全
体
計
画
を
作
成

し
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
指
導
方
針
や
指
導
方
法
の
徹
底
に
向
け
教
員
等
へ

の
指
示
や
連
絡
・
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
児
童
・
生
徒
の
生
活
指
導
や
進
路
指
導
上
の
課
題
 

 
解
決
に
向
け
、
教
員
に
指
導
・
助
言
し
、
教
員
に
 

具
体
策
を
提
案
・
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

・
保
護
者
・
地
域
・
外
部
機
関
か
ら
の
苦
情
や
要
請
に
、

関
係
教
員
に
指
導
・
助
言
し
な
が
ら
、
円
滑
か
つ
迅
速

な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
教
育
課

程
の
編
成
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
地
域
・
外
部
機
関
へ
の
情
報
発
信
・
広
報
に
つ
い
て
、

ね
ら
い
に
基
づ
い
た
計
画
を
立
て
、実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

・
学
校
行
事
や
地
域
行
事
等
の
実
施
を
、
保
護
者
・
地
域

社
会
と
協
働
・
共
創
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
主
幹
教
諭
会
議
等
を
通
し
、
学
校
の
課
題
へ
の
対
応
策
を

作
成
し
、
校
長
・
副
校
長
に
意
見
具
申
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。
 

・
児
童
・
生
徒
の
情
報
把
握
、
分
掌
等
の
進
行
管
理
に
努
め
、

必
要
に
応
じ
て
指
導
・
助
言
を
行
い
な
が
ら
、
円
滑
な
学

校
運
営
を
推
進
す
る
。
 

・
各
会
議
や
校
務
を
遂
行
す
る
場
に
お
い
て
、
校
長
の
経
営

方
針
を
周
知
徹
底
し
、学
校
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。  

・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
率
先
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
施
状
況
を

校
長
・
副
校
長
に
報
告
し
、
改
善
策
を
提
案
で
き
る
。
 

特 別 支 援 学 校 
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身に付けるべき力に応じたＯＪＴの具体例  ＜小学校 教諭・主任教諭＞  

学 習 指 導 力 生 活 指 導 力・進 路 指 導 力 
 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

基 
 

礎 
 

形 
 

成 
 

期 

 (1)指導力の高い教員が定期的に授業

観察し指導案に沿い振り返りをさ

せる。 

(2)幾つかの単元の指導計画を作ら

せ、学年会で提案させる。 

(3)研究授業では事前に学習指導案に

目を通し、授業を参観させる。 

(1)授業を見るポイントや自己の改善

計画を立てさせ、助言する。 

(2)定期的に指導力の高い教員の授業

を参観させ、自己の課題を整理さ

せる。 

(3)校内研究の授業者を経験させ、授

業の改善点をまとめさせる。 

 (1)学年主任に児童の状況や指導上の

悩みについて報告させる。 

(2)児童の支援シートを作成させ、校

内委員会で報告させる。 

(3)研究授業の際に視点を決めて観察

させ、児童理解を深めさせる。 

 

(1)先輩教員からの助言を基に、対応

策を立て週ごとの指導計画に記載

させる。 

(2)校内委員会で得た助言を基に実践し

た事例を、学年会で報告させる。 

(3)生活指導研修会で事例を提案さ

せ、様々な対応策を集めさせる。

伸 
 

 
 

長 
 

 
 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)ペアによる相互授業観察を実施し授

業記録や意見の交換を行わせる。 

(2)教材・教具や指導法の工夫を入れ

た授業展開を学年で提案させる。

(3)指導方法の工夫という視点で授業記

録や協議会での発言を行わせる。 

 

(1)指導対象教員の授業の実態を基

に、月ごとの育成計画を立てさせ

る。 

(2)自分なりの授業記録や指導の方法

を考え主幹教諭に相談させる。 

(3)校内研究で授業や指導案について

よい点と改善点を助言させる。 

 (1)主幹教諭と共に、視点を決めて定

期的に校内の見回りをさせる。 

(2)生活指導連絡会等で全校児童の成

長と問題点を報告させる。 

(3)研修会テーマと関連する自校の児

童の実態と課題を提案させる。 

 

(1)気付いた課題と要因を整理し、主

幹教諭に報告させる。 

(2)自校の課題について主幹教諭と相

談し解決策を立てさせる。 

(3)課題に関する実践例や成功例を生

活指導研修会で提案させる。 

充 
 

 
 

実 
 

 
 

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)週１回の企画調整会議の中で若手教

員の育成状況と課題を報告させる。

(2)授業参観等を通して、若手教員の課

題及び育成計画を立てさせる。 

(3)研修会等で、日ごろ把握している

指導上の課題に対応させ、まとめ

の話をさせる。 

 

(1)指導上での悩みや相談に日ごろから

応じさせ、研修会のテーマにさせる。

(2)指導上の課題を整理し、解決に向

けた研修会の企画立案をさせる。

(3)研修会においては、課題に即して

良かった取組や改善点を整理して

述べさせる。 

 

 

 

 

 

 

(1)教員に日ごろから声をかけ、各学

年の状況と課題を把握させる。 

(2)地域や保護者の外部評価や、保護

者会で出た情報を収集し、課題を

整理させる。 

(3)各学年の取組状況から、研究や研

修についての課題を把握させる。

 

(1)対象教員の授業や指導場面にＴ．

Ｔとして入らせる。 

(2)課題解決に向けて、教員の実態に

合った複数の方法を提示させる。

(3)研修会において、話し合われた内

容を日常の実践につなげる具体的

方法を提示させる。 

 

児童の実態に応
じた指導計画を
立て授業を行う
ことができる。 

他の教員の指導
から学び、自分の
指導を改善でき
る。 

自分の直面する
生活指導・進路指
導上の問題に気
付き、課題として
とらえるととも
に、他の教員に相
談し解決できる。 

自分の受け持つ
範囲の児童の実
態を把握できる
とともに、伸ばす
べき個性・能力を
見付けられる。 

指導方法を工夫
し、児童の意欲を
引き出す指導、個
に応じた指導がで
きる。 

他の教員の授業を
参観し具体的な指
導・助言ができる。 
 

自校の児童の実
態を把握できると
ともに、個性や能
力を伸ばす指導が
できる。 

自校の生活指
導・進路指導上の
課題に気付き、他
の教員に問題提
起することができ
る。 

自校の潜在的な問
題に気付き、課題
としてとらえるこ
とができる。 

授業改善や授業評
価についての自校
の実態をとらえ、
問題提起すること
ができる。 

他者の指導上の
課題をとらえ、分
析・助言・提案が
できる。 

他の教員の抱える
課題に気付き解決
に向け助言でき
る。 
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外部との連携・折衝力 学校運営力・組織貢献力 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

 

 (1)問題は学年主任に報告させ、併せ

て、その日のうちに連絡帳や電話

で保護者に報告させる。 

(2)保護者会で話す内容について事前

にまとめさせ、学年主任からの助

言を受けさせる。 

(3)保護者対応の課題について、研修

会で積極的に質問させる。 

(1)保護者等とのやりとりを校長・副

校長に報告させ指導を受けさせる。

(2)学年だよりや学級だよりが家庭と

学校の双方向のやりとりになるよ

うに内容を工夫させる。 

(3)研修会で苦情対応や教育相談の手

法を学ばせ、実践させる。 

 (1)担当した仕事について進ちょく状

況を学年・分掌主任に報告させる。

(2)締切の数日前に分掌主任や主幹教

諭のチェックを受けられるように

提出させる。 

(3)分掌部会等の終わりに、次回まで

の計画を確認させる。 

 

(1)担当する学年・学校行事について助

言を受けながら文書を作成させる。

(2)学年行事を担当させ、前任者や前

年度のアンケート等から課題につ

いての情報収集をさせる。 

(3)研修会・研究会で提案の仕方につ

いて学ばせる。 

基 
 

礎 
 

形 
 

成 
 

期 

 (1)先輩教員と共に、地域や外部機関

との打合せに参加させる。 

(2)保護者会や個人面談のもち方につ

いて提案させる。 

(3)保護者や地域を参画させた授業や

研修会を提案させる。 

 

(1)保護者や地域へ情報提供すること

や要望の状況について学年会で報

告させる。 

(2)学年保護者会で、児童の成長ぶり

や課題についての報告をさせる。

(3)外部折衝に関する課題をもたせ研

修に臨ませる。 

 (1)会議に提案する内容は早めに部会

で練り上げ、改善点を整理させる。 

(2)他学年と調整や協議を図った上で学

年会や企画調整会議に提案させる。

(3)研究主任の補佐をしながら、研究

会の事前の準備や教員への連絡・

調整を行わせる。 

(1)学校行事について昨年度の保護者・

地域アンケートのまとめを基に改善

策を校長・副校長と共に立てさせる。

(2)保護者や地域の要望・実態に関す

る資料を基に、改善案を企画調整

会議で提案させる。 

(3)分掌部会で意見交換の場をもち、

課題と改善案を出させる。 

伸 
 

 
 

長 
 

 
 

期 

 (1)保護者対応について事前に打合せを

もち、校長・副校長と同席させる。

(2)地域懇談会等の企画・運営、児童

相談所、医療機関等、関係機関と

の渉外担当を経験させる。 

(3)外部機関や中学校・特別支援学校

と協働の研修会を企画運営させ

る。 

(1)外部との折衝を後輩教員に担当させ、

経過報告を受けて助言を行わせる。 

(2)外部との折衝担当と反省会をもた

せ、成果と課題を確認させる。 

(3) 外部機関の人を招いた研修会を

企画・運営させ、外部との折衝に

ついて課題を明確にさせる。 

 (1)自分の担当する分掌を通して見える

課題について、報告・相談させる。

(2)学校評価について、目標の達成状

況についてまとめさせる。 

(3)研修内容や方法が適切かどうか、

研究推進委員会で意見を述べさせ

る。 

 

(1)各担当に自分から声をかけ、進ちょ

く状況の報告と必要な助言をさせる。

(2)分掌の責任者を経験する中で、常

に問題点と改善策を整理させる。

(3)校内研究・研修会で司会を担当さ

せ、意見の調整、論点の整理を行

わせる。 

充 
 

 
 

実 
 

 
 

期 

 

保護者・地域・外
部機関に、必要な
連絡を適時・適切
にとることができ
る。 

前年度の資料や前
任者からの情報を
基に、提案文書を
作成できる。 

決められた内容を
期日までに終える
ことができる。 

提案や立案に際
し、事前に他の教
員と共通理解を図
ることができる。

保護者・地域・外
部機関との協働
について、他の教
員に対し適切な
指導ができる。 

保護者・地域・外
部機関の思いを受
け止め、誠意を
もって対応でき
る。 

学校の課題をと
らえ、校長・副校
長に問題提起が
できる。 

問題解決のため
に、保護者・地
域・外部機関と円
滑に連絡・調整が
できる。 

保護者・地域・外
部機関に必要な
情報提供や適切
な説明をすること
ができる。 

校務分掌の問題点
の把握と改善案の
立案ができる。 

保護者・地域・外
部機関に対し学
校の考えを明確
に示し、円滑な
関係を築くこと
ができる。 

分掌主任・学年主
任及び主幹教諭に
進ちょく状況を確
認しながら、全体
の進行管理をする
ことができる。
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身に付けるべき力に応じたＯＪＴの具体例  ＜中学校 教諭・主任教諭＞  

学 習 指 導 力 生 活 指 導 力・進 路 指 導 力 
 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

基 
 

礎 
 

形 
 

成 
 

期 

 (1)指導力の高い教員の指導場面を定

期的に見させる。 

(2)自分の授業についての自己評価を

週ごとの指導計画に書かせる。 

(3)校内研究で学んだことを以後の授

業で実践させる。 

 

(1)指導力の高い教員の授業を見せ、

疑問に感じたことを質問させる。

(2)(1)を基に自己の授業と比較させ

課題に気付かせる。 

(3)他人の研究授業で感じたことを協

議会で発言させる。 

 (1)自分の受け持つ生徒の状況を関係

主任等に報告させる。 

(2)家庭訪問や面談実施後、生徒の実

態把握が適切に行われたか検証さ

せる。 

(3)校内研修で学んだことを生徒の実

態把握に生かさせる。 

 

(1)直面する問題を先輩教員に報告し

助言を受けさせる。 

(2)解決すべき問題について具体的な

指導を考えさせる。 

(3)関連する校内研修会で指導実践を

報告させる。 

伸 
 

 
 

長 
 

 
 

期 

 (1)教材･教具や指導法の工夫の必要

性について先輩教員の話から理解

させる。 

(2)新たな教材･教具や指導法の工夫

を盛り込んだ学習指導案を書かせ

る。 

(3)校内研修で自己の課題をもたせ

る。 

 

(1)地区の研修会に参加させ指導主事

等の指導助言を見せる。 

(2)若手教員の授業を見させ、助言さ

せる。 

(3)校内研修会において、若手教員の

発言に対し助言させる。 

 (1)生活指導主任が自校の生活指導情

報を提供する。 

(2)毎日昼休みに校内巡視をさせ、課

題をとらえさせる。 

(3)生活指導研修会で、自校の生徒の

実態把握という目標をもたせる。

 

(1)進路指導主任の補佐をさせ、同主

任と情報交換させる。 

(2)次年度の学年の進路指導年間計画

を作成させる。 

(3)進路報告会において資料作成及び

発表を行わせる。 

充 
 

 
 

実 
 

 
 

期 

 (1)都や国の研究指定校の研究発表会

に参加させ先進的な授業実践に触

れさせる。 

(2)地区の教育研究会で役員及び研究

授業を行わせる。 

(3)校内研究(修)の課題を把握させる。

 

(1)教員の授業を定期的に見させ、そ

の都度課題を学年主任や主幹教

諭、副校長に報告させる。 

(2)若手育成計画を作成させる。 

(3)校内研究(修)を通じた人材育成の

役割を負わせる。 

 (1)生徒との面談を行う際、主幹教諭

等に同席させ助言させる。 

(2)生徒会指導を担当させ、生徒会の

課題を発見させる。 

(3)生徒の情報交換会で、生徒のよい

面を発表させる。 

 

(1)分掌や学年の教員にきめ細かに声

をかけさせる。 

(2)分掌や学年の主任を命じ、そのね

らいを理解させる。 

(3)次回研修会に向け、分掌や学年の

教員に課題を出させる。 

 
 

自分の指導の問題
点に気付くことが
できる。 

他の教員の指導か
ら学び、自分の指
導を改善できる。 

自分の受け持つ範
囲の生徒の実態を
把握できるととも
に、伸ばすべき個
性･能力を見付けら
れる。 

自分の直面する生
活指導・進路指導
上の問題に気付
き、課題としてと
らえるとともに、
他の教員に相談
し、解決できる。 

指導方法を工夫
し、生徒の意欲を
引き出す指導、個
に応じた指導がで
きる。 

他の教員の授業を
参観し具体的な指
導・助言ができる。 

自分の直面する生
活指導・進路指導
上の問題・課題に
ついて、自分で解
決できる。 

自校の生活指
導・進路指導上の
課題に気付き、他
の教員に問題提
起することができ
る。 

広く模範となる授
業を行うことがで
きる。 

生徒に自己有用感
を味わわせること
ができる。

授業改善や授業
評価についての自
校の実態をとら
え、問題提起する
ことができる。 

他の教員の抱える
課題に気付き解決
に向け助言でき
る。 
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外部との連携・折衝力 学校運営力・組織貢献力 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

 

 (1)欠席した生徒の保護者にその日の

うちに連絡させ、そのねらいを理

解させる。 

(2)学級懇談会における連絡事項を事

前にまとめさせる。 

(3)保護者対応の研修会を行い、本人

の課題に気付かせる。 

 

(1)保護者が相談で先輩教員を訪れた

際、同席させる。 

(2)地域行事に参加させ、課題を発見

させる。 

(3)カウンセリングの手法を学ばせ、

対応に活用させる。 

 (1)学年会や分掌部会で担当している

ことを報告させる。 

(2)諸会議で記録係をさせ報告連絡の

要点をつかませる。 

(3)研修会で要点を押さえることを意

識させ発言させる。 

 

(1)担当する学年行事について前任者

から説明を受けさせる。 

(2)学年行事を担当させ、前年度の実

施案や反省アンケートから課題を

つかませる。 

(3)研修会において提案の仕方を学ぶ

意識をもたせる。 

基 
 

礎 
 

形 
 

成 
 

期 

 (1)保護者対応について学年主任に対

して報告させ必要に応じ助言する。

(2)保護者会の開催方法について提案

させる。 

(3)どのような研修テーマでも、保護

者・地域・外部機関の視点でとら

えるよう課題をもたせる。 

(1)保護者･地域･外部機関とのやり取り

について主任等に報告させる。 

(2)地域や外部機関の会議に出席させ

る。 

(3)外部との折衝に関する課題をもた

せ研修に臨ませる。 

 (1)分掌主任等の提案の仕方や提案に

向けた準備を見せる。 

(2)担当職務の提案をさせ、提案前に

連絡･調整を行わせる。 

(3)校内研修会や職員会議に、提案者

の意識で臨ませる。 

 

(1)企画会議を参観させ、提案に際し

ての連絡･調整の在り方を学ばせ

る。 

(2)遠足担当にし、立案に際し他との

意見調整を行わせる。 

(3)研修会において複数の意見を調整

する発言をさせる。 

伸 
 

 
 

長 
 

 
 

期 

 (1)校長・副校長に対し保護者が苦情

等を申し立てる場に同席させ、対

応について学ばせる。 

(2)児童相談所や警察との渉外担当者

にさせる。 

(3)どんな研修テーマも、外部の視点

をもつようにさせる。 

 

(1)外部との折衝を後輩教員にさせ、

改善点を指導させる。 

(2)後進の育成指導について振り返ら

せる。 

(3)外部との折衝に関する研修で指導

的な役割を担わせる。 

 (1)教務主幹から授業時数確保の方策

と理由を聞かせる。 

(2)次年度の教育課程編成に際し、行

事の精選を提案させる。 

(3)研修内容を教育課程編成の視点で

とらえさせる。 

 

(1)研究発表会を前に、他校の研究発

表を見に行かせ資料を収集させる。

(2)研究発表に向け、担当ごとに進行

計画を提案させる。 

(3)校内研究会で、学校の方向性を示

す意見を言わせる。 

充 
 

 
 

実 
 

 
 

期 

分掌主任・学年主
任や主幹教諭、校
長・副校長に対し
て、報告・連絡・
相談をきちんとで
きる。 

前年度の資料や前
任者からの情報を
基に、提案文書を
作成できる。 

保護者・地域・外
部機関に、必要な
連絡を適時・適切
にとることができ
る。 

保護者・地域・外
部機関の思いを受
け止め、誠意を
もって対応でき
る。 

保護者・地域・
外部機関に必要
な情報提供や適
切な説明をする
ことができる。 

他の教員に保護
者・地域・外部機
関との協働に関す
る必要な情報提供
ができる。 

提案や立案に際
し、事前に他の
教員と共通理解
を図ることがで
きる。 

提案に必要な情報
を積極的に集め、
改善点を明確にし
た提案ができる。

校務について他の
教員に指導・助言
できる。 

保護者・地域・外
部機関に対し学
校の考えを明確に
し、円滑な関係を
築くことができ
る。 

保護者・地域・外
部機関との協働に
ついて、他の教員
に対し適切な指導
ができる。 

学校の課題をとら
え、校長・副校長
に問題提起ができ
る。 



 

 34

身に付けるべき力に応じたＯＪＴの具体例  ＜高等学校 教諭・主任教諭＞  

学 習 指 導 力 生 活 ・ 進 路 指 導 力 
 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

基 

礎 

形 

成 

期 

 (1)指導力のある教員の副教材や発問

を見て、自分の授業との違いを分

析させる。 

(2)中学校等の出前授業に同行させ

る。 

(3)定期的に研究授業を行い、研修会

の指摘を授業に還元させる。 

 

(1)前年度の計画を基に、指導計画を

立てさせる。 

(2)教科会議で年間計画の一部を提案

させる。 

(3)研修会で、次年度の授業計画を検

討し記録をまとめさせる。 

 (1)先輩教員が行う地域の関係機関等

の訪問に同行させる。 

(2)生活指導上の方針を、保護者会で

説明させる。 

(3)研修会で事例の発表をさせる。 

 

 

(1)日ごろから課題について先輩に相

談させ、助言する。 

(2)助言を基に、解決策を立てさせる。

(3)研修会で同僚の抱える課題を一緒

に考えさせ、解決策を作成させる。

伸 

 

長 

 

期 

 (1)授業観察を相互に行い、授業記録

の交換や、意見交換をさせる。 

(2)「奉仕」等の指導計画を作成し学

年会等で提案させる。 

(3)様々な校種・教科の授業研究に参

加させ、授業改善策を教科部会に

提案させる。 

 

(1)校長・副校長や主幹教諭の指導内

容を日ごろからまとめさせる。 

(2)研究授業で、相互に意見を言い合

う時間をとる。 

(3)研修会等で、助言させる。 

 (1)主幹教諭や校長・副校長に日常的

に報告し、助言する。 

(2)学年会等で、課題を報告させるだ

けでなく、解決策を併せて提案さ

せる。 

(3)研修会で作成した改善シートを活

用させる。 

 

(1)学校経営計画を、自ら担当する組

織課題に盛り込ませる。 

(2)校長・副校長から示された課題に

解決策を立てさせる。 

(3)プロジェクトチームで解決策を検

討させる。 

充 

 

実 

 

期 

 (1)週ごとの指導計画を見せたり、授

業アドバイスの機会をもたせ、情

報提供させる。 

(2)研究部主任を任せ、若手の授業力

向上を担当させる。 

(3)研修会で授業の講評やまとめの話

をさせる。 

 

(1)他校の報告会に参加させ、自校の

内容との違いを校長・副校長に報

告させる。 

(2)担当教科の授業評価をまとめさ

せ、課題を校長・副校長に提案さ

せる。 

(3)研修会で、担当教科の次年度授業

計画の改善策を提案させる。 

 (1)日ごろから教員の声に耳を傾けさ

せ校長・副校長に報告させる。 

(2)外部評価を担当させ、課題をまと

めさせる。 

(3)研修会に、外部評価等の分析結果

を提案させる。 

 

(1)他校での改革事例を調査分析させ

自校の改善策を作成させる。 

(2)課題に対するプロジェクトチーム

の推進役を担当させる。 

(3)研修会で自らの改善策を提案させ

る。 

 

専門的知識・技能
を活用し、生徒の
意欲を高める指導
ができる。 

指導に当たって、
家庭や関係機関と
の適切な対応がで
きる。 

直面する生活指
導・進路指導上の
課題について、自
分で解決できる。 

指導方法を工夫
し、生徒の興味を
引き出す指導・個
に応じた指導がで
きる。 

教科・科目の目標
に合った指導計
画を立て、計画的
に授業を行うこ
とができる。 

自分の直面する生
活指導・進路指導
上の問題に気付
き、課題としてと
らえるとともに、
他の教員に相談
しながら、解決で
きる。 

他の教員の授業を
観察し具体的な指
導・助言ができる。 

自校の生活指
導・進路指導上の
課題に気付き、問
題提起すること
ができる。 

他者の指導上の課
題をとらえ、分
析・助言・提案が
できる。 

自校の潜在的な問
題に気付き、課題
としてとらえるこ
とができる。

授業計画や授業
評価についての自
校の実態をとら
え、問題提起する
ことができる。 

自校の生活指
導・進路指導上の
課題の解決に向
け、具体的方策を
提案できる。 
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外部との連携・折衝力 学校運営力・組織貢献力 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

 

 (1)関係機関に、連絡を取って連絡会

の日程を調整させる。 

(2)中学校等への学校訪問に同行させ

る。 

(3)研修会で、自分のクラスの課題を

まとめて提案させる。 

 

 

(1)保護者の苦情を校長・副校長に報

告させ助言する。 

(2)保護者向けの通信を定期的に発行

させる。 

(3)研修会で苦情対応についての事例

発表をさせる。 

 (1)分掌主任・学年主任や指導教員に

担当した仕事の進ちょく状況をま

めに報告させる。 

(2)自己申告の課題に、具体的内容と

期日を明記した目標を立てさせる。

(3)研修会の記録をまとめさせる。 

 

(1)先輩教員の助言を受けながら起案

文書を作成させる。 

(2)学校行事を担当させ、前年度の計

画や総括資料から課題をつかませ

る。 

(3)研修会で文書作成の仕方を学ぶ意

識をもたせる。 

基

礎

形

成

期

 (1)先輩教員と一緒に、外部との打合

せに参加させる。 

(2)全校対象の進路説明会を企画させ

る。 

(3)校内の研修会で、地域の関係者を

講師として招く企画を立案させる。

 

(1)外部機関に関する情報をまめに報

告させる。 

(2)奉仕体験活動の受入先と、日程調

整させる。 

(3)外部講師と連携した授業について

事例紹介させる。 

 (1)主幹教諭が企画調整会議で提案す

る準備の手伝いをさせる。 

(2)会議に提案する前に、主幹教諭に

対して事前相談させる。 

(3)日ごろから研修会で提案する機会

をもたせる。 

 

(1)自分の担当する分掌の課題につい

て報告させ、助言する。 

(2)学校評価について、保護者アン

ケートをまとめ改善策を立てさせ

る。 

(3)研修会で出された意見を、整理し

まとめる役をさせる。 

伸

 

長

 

期

 (1)中学校訪問に参加した教員の報告

をまとめ、校長・副校長に報告さ

せる。 

(2)中学校訪問の計画を立て、担当者

の割振りをさせる。 

(3)学校説明会の進行管理をさせる。

 

(1)保護者の苦情対応の場に、校長・

副校長と同席させる。 

(2)学校説明会での、保護者の質問に

答えさせる。 

(3)奉仕の研修会で、地域と連携した

取組等の事例を説明させる。 

 (1)主幹教諭に相談させながら、学校

評価の進行管理をさせる。 

(2)企画調整会議の議案調整する担当

を任せる。 

(3)職員会議の司会を担当させる。 

 

 

(1)担当する分掌の進行管理の状況を

報告させる。 

(2)分掌の仕事を役割分担させ、必要

に応じて若手を指導させる。 

(3)校内研修会で、司会やまとめを担

当させる。 

充

 

実

 

期

保護者・地域や、
部活動等の外部
指導者等に対し
て、必要な連絡を
適宜とることが
できる。 

自分の役割を理
解し、決められた
内容を期日まで
に終えることがで
きる。 

保護者・地域・外
部機関と適切な関
係を築くことがで
きる。 

提案に必要な情報
を積極的に集め、
改善点を明確にし
た提案ができる。 

保護者や地域・外
部機関の人の思
いを受け止め、誠
意をもって対応
できる。 

前年度の資料や前
任者からの情報を
基に、起案文書を
作成できる。 

授業等や問題解
決のために、保護
者・地域・外部機
関と円滑に連携・
調整ができる。 

校務分掌の問題点
の把握と改善案の
立案ができる。 

分掌主任・学年主
任及び主幹教諭
に進ちょく状況を
確認しながら、全
体の調整及び進
行管理をすること
ができる。 

保護者・地域・外
部機関との協働に
ついて、他の教員
に対し適切な指導
ができる。 

保護者や地域、外
部機関等に対し
学校の考えを明確
にし、円滑な関係
を築くことができ
る。 

校務について、他
の教員に指導・助
言できる。 
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身に付けるべき力に応じたＯＪＴの具体例  ＜特別支援学校 教諭・主任教諭＞  

学 習 指 導 力 生 活 指 導 力・進 路 指 導 力 
 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

基 
 

礎 
 

形 
 

成 
 

期 

 

 

 

 

 

 

(1)Ｔ.Ｔでの授業で、他の教員の進め

方、児童・生徒への対応等日常的

に見させ学ばせる。 

(2)行事責任者をさせ、計画に基づき

全体運営を任せる。 

(3)研究会での助言・指摘を受け、授

業改善させる。 

(1)授業担当者同士で児童・生徒の様

子等を日常的に話し合わせ、記録

させる。 

(2)ケース会議に基づき、児童・生徒

の課題解決に向けた具体的手立て

を提案し、実施させる。 

(3)指導案作成の際、生徒の実態や課

題について、授業担当同士打合せ

を行わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)児童･生徒の障害の理解や医療的

知識を深めるための研修会等に参

加させる。 

(2) 日ごろから生活指導上･進路指導

上の課題等を担任間や関連する担

当者と相談させ共通理解させる。

(3) 保護者との連絡調整の窓口をさ

せる。 

(1) 登下校指導を実施し、具体的な

問題点をについてまとめさせる。

(2)具体的改善の手立てを考えさせ、

保護者、関係教諭等と連携し改善

策を実施させる。 

(3) 生活指導上、進路指導上の課題

等を学年会や分掌部会に報告さ

せ、情報共有を図らせる。 

伸 
 

 

長 
 

 

期 

 

 

(1)実態や能力を明確にするアセスメ

ントを先輩と一緒にとらせる。 

(2)校内外にある教材教具を把握し、

活用方法等を提案させる。 

(3)アセスメントの分析結果を研究会

などで全体に知らせる。 

 

(1)授業を振り返り、授業担当者同士

で改善点などを指摘し合う。 

(2)授業改善の手立てを提案させる。

(3)研究授業で、良かったことや改善

すべきことを指摘・助言させる。

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)課題解決の取組を学年会等で説明

させる。 

(2)具体策を立て役割分担をさせ、進

行管理を行わせる。 

(3)成功例等を研究会や職員会議で報

告させ、情報を共有化させる。 

 

(1)学校経営計画に基づき、担当組織

の目標を考えさせる。 

(2)組織課題を主任･主幹教諭･副校長

等と日常的に話させる。 

(3)学校課題をプロジェクトチームで

問題解決を図らせる。 

充 
 

 

実 
 

 

期 

 

 

 

 

 

 

(1)他者の授業を見させ、その授業で

の具体的な改善点を指摘させる。

(2)自身の授業実践を様々な場で紹介

させる。 

(3)自校での実践例を、他校の課題に

置き換え助言させる。 

 

(1)研究授業では、学校課題に即し、

良かった点、改善すべきことを複

数助言させる。 

(2)学校全体で実施する研究のテーマ

について学校経営計画に即し、提

案させる。 

(3)研究会の際、若手を活用した運営

を行わせる。 

 

 

 

 

 

(1)組織目標を全校に周知し、全体化

させる。 

(2)組織の年間計画を見直し、児童・

生徒の実態に合わせ、新たに提案

させる。 

(3)組織の課題が改善された例を学校だよ

りや研究紀要などに記載させる。 

 

(1)日常的な会話から教員が抱える課

題や悩みに気付かせる。 

(2)教員の抱える課題解決に向け、

様々な視点から助言させる。 

(3)教員個人で抱える課題解決と学校

の課題解決とを結び付けて助言で

させる。 

 

教員間で児童・生
徒の状況や課題等
を共通認識し、指
導に当たることが
できる。 

自分の指導の問題
点に気付くことが
できる。 

児童・生徒の健
康、障害の状態や
能力・適性に即
し、個への発達援
助・指導を行うこ
とができる。 

直面する問題や課
題を教員間で共
通認識し、先輩教
員や保護者に相
談しながら、解決
できる。 

児童・生徒の健康･
障害の状態や能力
適性等客観的に理
解し、教材教具や指
導方法の工夫を行
い個に応じた指導が
できる。 

他の教員の授業を
観察し具体的な指
導・助言ができる。 

自校の生活指導･
進路指導上の問題
や課題に気付き、
問題提起すること
ができる。

直面する課題の解
決に向けて、中心
的役割を担うこと
ができる。 

他者の指導上の課
題をとらえ、分
析・助言・提案が
できる。 

自校の課題の解
決に向け、具体的
方策を提案し、中
心となりながら実
行することができ
る。

他の教員の抱える
課題の解決につい
て助言できる。 

授業改善や授業
評価についての自
校の課題をとら
え、全体に提案で
きる。 
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外部との連携・折衝力 学校運営力・組織貢献力 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)連絡帳では、その日の出来事や成長を

詳しく書くよう工夫させる。 

(2)保護者会では、取組についてわか

りやすく説明をさせる。 

(3)個別指導計画に記載する目標等の内容

を保護者とやりとりさせる。 

 

(1)保護者・外部機関等と登下校時間

や放課後活動等の把握を日常的に

行わせる。 

(2)通学路を定期的に巡回させたり、

駅など公共機関に日常的にあいさ

つさせる。 

(3)学年通信等で、学校での行事や研

究会等を広く紹介させる。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)児童･生徒の登校状況等を学年主

任や生活指導主任に定期的に報告

させる。 

(2)緊急に家庭訪問等対応が必要な場

合は、副校長に報告･連絡･相談さ

せた上で、実施させる。 

(3)研究会の内容・要点について記録

をまとめ主任に報告させる。 

(1)担当分担以外の職務について意識

させ、必要に応じ手伝わせる。 

(2)担当者同士で行事の実施のねらいや配

慮事項を事前に検討させる。 

(3)研究会・協議会等の役割を分担さ

せ、企画運営・進行管理について

理解させる。 

基

礎

形

成

期 

 

 

 

 

 

 

 

(1)個別の教育支援計画の趣旨を関係

機関に説明させる。 

(2)地域連絡会等で個別の教育支援計画

に記載された内容を説明させる。 

(3)個別の教育支援計画に基づいた支

援会議開催に向け、連絡調整の担

当をさせる。 

(1)個別面接等を通し、本人･保護者

の希望を丁寧に聞き取らせる。 

(2)本人･保護者の希望に応じ、必要

な情報を用意し情報提供させる。

(3)支援会議を開催し、希望を受け、

関連機関と支援の方策について意

見交換をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)会議録は、決定事項･課題等が分かりや

すく示されるよう記述させる。 

(2)新たな提案は、観点等を整理し、

関係部署と事前協議の上、提案さ

せる。 

(3)研究会では、主任に随時報告させ、

講師への依頼、事務手続き、当日

の対応等行わせる。 

(1)会議録を記録させ、担当校務の課題等

についての理解を深めさせる。 

(2)組織課題を日常的に教員と意見交

換させる。 

(3)学校評価を通し、学校組織の課題

を整理し、まとめさせる。 

伸

 

長

 

期 

・ 

 

 

 

 

(1)保護者や地域に事業概要等を説明

させる。  

(2)保護者や地域に学校課題を示し、

その改善策を説明させる。 

(3)様々な会議等を利用し、学校の活

動について紹介をする。 

 

(1)外部機関訪問の際、資料や予想される

質問への応答等準備させる。 

(2)行事終了後、評価を実施し、成果

や今後の対策等についてまとめさ

せる。 

(3)外部機関との連携を進める際、連

絡調整の担当を決め、担わせ、随

時報告をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)学校経営計画や地域の要望等踏ま

えた行事計画提案をさせる。 

(2)学校評価の方法・内容を具体的に

提案させる。 

(3)学校評価（保護者や生徒評価）を

分析し、学校への要望･課題を把握

させる。 

(1)事前に各主任と議題の観点につい

て整理させ、会議等の運営を円滑

にさせる。 

(2)分掌の仕事を役割分担させ、必要

に応じて若手を指導させる。 

(3)職員会議の司会･記録を行わせ学校

運営全体を理解させる。 

充 
 

 

実 
 

 

期 

 

保護者・地域・
外部機関に対し
て、必要な連絡
を適宜とること
ができる。 

保護者等と児
童･生徒について
相互理解を図る
ことができる。 

教員や校長・副
校長に対して、
報告・連絡・相
談をきちんとで
きる。 

組織の一員とし
ての自覚をもち、
積極的に職務を
行う。 

保護者・地域・
外部機関と情報
交換等を行い、
適切な関係を築
くことができる。 

立案に際し、事
前に他の教員と
共通理解を図る
ことができる。

保護者と相互理
解を図るととも
に、適切な助言
や支援、情報提
供等を行うこと
ができる。 

校務分掌の問題
点の把握と改善
案の立案ができ
る。

保護者や地域社会
の要望や実態を踏
まえた行事等を立
案できる。 

保護者・地域・外
部機関との協働
について、他の教
員に対し適切な指
導ができる。 

分掌主任・学年主
任及び主幹教諭
に進ちょく状況を
確認しながら、他
分掌との調整や、
分掌の進行管理
をすることができ
る。 

保護者・地域・外
部機関に対し学
校の考えを明確に
し、協働できる関
係を築くことがで
きる。 
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身に付けるべき力に応じたＯＪＴの具体例  ＜主幹教諭＞  

学 習 指 導 力 生 活 指 導 力・進 路 指 導 力 
 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

小 
･ 

中 
 

学 
 

校 

 (1)授業参観等をさせ、教員の悩みや

課題を把握し、状況と育成案を校

長・副校長に報告させる。 

(2)教員の育成計画を立てさせる。 

(3)研究授業の準備や事前授業にも参

加し、課題を解決する方向で教員

の指導・支援を行う。 

 

(1)現在の計画等を見直させ、課題と

改善案を校長・副校長に提案させ

る。 

(2)学年主任・教科主任に課題を出さ

せ、それを整理分析させる。 

(3)研修会において、個別指導計画の

作成について説明させる。 

 (1)自校の課題について校長・副校長

に意見を伝えさせる。 

(2)教員、児童・生徒、保護者対象のアン

ケートを実施させ、生活指導・進路指

導上の課題をまとめさせる。 

(3)ケース会議を企画運営させ、自校

の課題としてまとめさせる。 

 

(1)自校の進路指導の在り方について

校長・副校長に対して提案させる。

(2)他校の進路指導計画を参考にさ

せ、自校の原案を出させる。 

(3)学年主任と協働して、自校の進路

指導計画を策定し提案させる。 

高 
 

等 
 

学 
 

校 

 (1)授業見学をさせ、校長・副校長と

課題等、意見交換する時間をもつ。

(2)学期ごとに授業計画の進ちょく状

況を報告させる。 

(3)研修会で、いつくかの研究授業を

評価させる。 

 

(1)他校での授業評価プランを分析さ

せる。 

(2)生徒による授業評価の改善案を企

画させる。 

(3)研修会で年間授業計画の課題につ

いて説明させる。 

 (1)企画調整会議で、定期的に課題を

議論させる。 

(2)進路指導主幹教諭に、毎月進ちょ

く状況と対応策を報告させる。 

(3)学校事故の報告と対応を、毎月の

職員会議で報告させる。 

 

(1)学校経営計画に応じた組織目標を

各分掌に立てさせる。 

(2)企画調整会議等で、指導方針の違

いを調整させる。 

(3)研修会で事例を挙げた指導方法を

説明させる。 

特 
 

別 
 

支 
 

援 
 

学 
 

校 

 (1)授業見学をして、指導助言させる

機会を多くもたせる。 

(2)指導助言の際に、具体的な提案を

させる。 

(3)研究会等で、教員の課題に即した

意見等発言させる。 

 

 

(1)各学年で行われている授業につい

て、内容をすべて把握させる。 

(2)学年･教科主任等へ授業の進行状

況等を意識させるように働きかけ

させる。 

(3)計画に基づく授業進行を意識する

よう各学年会や教科会で周知させ

る。 

 (1)生活指導・進路指導上の学校課題

について意見をまとめさせる。 

(2)担当分掌における全体計画を作成

させる。 

(3)全体計画を保護者会等で、丁寧に

説明させる。 

 

 

(1)課題解決に向けて、各教員がどう

したいと考えているかを聞き取ら

せる。 

(2)具体的な手立てを教員から提案さ

せ、それについて指導助言をさせ

る。 

(3)教員同士にケース会議を企画さ

せ、多くの相談を受けさせる。 

児童･生徒の実態
を把握し、学校経
営計画に沿った個
への発達援助･指
導を推進する全体
計画を作成し、実
施することができ
る。 

課題解決に向け、
教員に指導助言
し、具体策を提
案・実施させるこ
とができる。

教員の学習指導
上の悩みや課題を
早期に発見し、教
員に応じた細かな
対応をすることが
できる。 

年間指導計画の実
施・進行状況を把
握し学年主任や教
科主任に指導・助
言できる。 

教員の学習指導
上の悩みや課題を
早期に発見し、教
員に応じた細かな
対応をすることが
できる。 

教科等にわたる課
題を整理し、年間
授業計画の改善
や、授業評価プラ
ン等を作成するこ
とができる。 

生活指導や進路
指導の課題につい
て、適時適切に校
長・副校長に報告
し、対応策を提案
できる。 

指導方針や指導方
法の徹底に向け教
員への指示や連
絡・調整を行うこ
とができる。 

授業の状況や課題
について校長・副
校長に報告し、改
善策を提案でき
る。 

全学年・全教科等
にわたる課題を整
理し、学校全体の
年間指導計画や
授業改善推進プ
ラン、個別指導計
画、評価計画等を
作成することがで
きる。 

児童・生徒の観察
や教員からの情報
収集に基づき、自
校の生活指導や
進路指導の課題
をとらえ、改善策
を示すことができ
る。 

児童・生徒の個性
や能力を把握し、
自己実現に向け
た生活指導･進路
指導の計画・実施
を行うことができ
る。 
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外部との連携・折衝力 学校運営力・組織貢献力 

ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 ＯＪＴの目標 ＯＪＴの方法 

 

 (1)学校の課題を解決するための外部

機関との連携の在り方について校

長・副校長に対して提案させる。

(2)学校運営にかかわる地域・外部機

関の人材リストを作成させ、運用

について職員に説明させる。 

(3)地域関係者との連絡会に出席さ

せ、企画運営を任せる。 

(1)学校行事の企画を任せ、保護者・

地域・外部機関との協働について

校長・副校長にプレゼンをさせる。

(2)地域行事に関する連絡会に、定期

的に参加させる。 

(3)保護者・地域・外部機関との協働・共

創について職員会議で提案させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)自校の研修・研究の課題について、

校長・副校長と意見交換させる。

(2)研究主任と協働で自校の研修・研

究計画を立てさせ、企画調整会議

等で方針について説明させる。 

(3)研究推進委員会の企画運営を行わ

せる。 

(1)ＯＪＴを担当する教員の成果と課

題を校長・副校長に報告する。 

(2)校内の全教員のＯＪＴの進ちょく

状況を集約し、今後の取組の方針

についてまとめさせる 

(3)主幹会議でＯＪＴの在り方につい

て議論し、校長・副校長に対して

提案させる。 

小 
･ 

中 
 

学 
 

校 

 (1)校長・副校長が対応する苦情につ

いて一緒に検討させる。 

(2)保護者との苦情対応に担任と同席

させ、助言したり方向性を示させ

たりする。 

(3)地域関係者との連絡会に定期的に

参加させる。 

(1)外部に向けた学校説明会に校長・

副校長と同行させる。 

(2)学校案内のパンフレットの改善を

担当させる。 

(3)中学校訪問に対する研修会の企画

を任せる。 

 (1)年間計画の調整を担当させ、他の

分掌の課題を理解させる。 

(2)周年行事等を担当させ、複数の分

掌を調整する役割を任せる。 

(3)学校評価で、各分掌から出された

課題を整理しまとめさせる。 

(1) 校長・副校長が示した課題に対し

て、主幹教諭会議で調整させる。

(2)自分の担当する課題を、期日まで

にまとめて主幹教諭会議に提案さ

せる。 

(3)支援センターが行う主幹連絡会

で、自校の取組を報告させる。 

高 
 

等 
 

学 
 

校 

 (1)苦情相談を教員から速やかに報告

させ、校長・副校長への報告や対

応について意見具申をさせる。 

(2)苦情への対応について、関係者と

共通理解を図り、担任等に指導・

助言を行う。 

(3)厳しい対応が必要な保護者からの

相談は、担任と同席させ、助言し

たり方向性を示させる。 

(1)学校評価アンケートを実施させ、

保護者や地域のニーズについて整

理させる。 

(2)教育課程検討委員会を主管させ、次年度

に向けた改善点をまとめさせる。 

(3)教育課程上の変更点を全教職員へ

周知、保護者等へ説明させる。 

 (1)学校評価等を通し、学校課題につ

いて整理させ、校長・副校長へ意

見具申させる。 

(2)学校課題への対応策を校長・副校

長に意見具申させ、各部署での役

割を明確にし、全体に周知させる。

(3)組織対応を進めるよう、学年や分

掌の進行管理を徹底させる。 

 

(1)児童・生徒の状況や各分掌での進

行状況について包括的に把握させ

る。 

(2)学校全体の情報を整理し、各会議

等に提案させる。 

(3)各会議録の管理をさせ、校務全体

の進行管理を行わせる。 

特 
 

別 
 

支 
 

援 
 

学 
 

校 

 

主幹教諭会議等
を通し、学校の課
題への対応策を作
成し、校長・副校
長に意見具申を
行うことができ
る。 

児童・生徒の情報
把握、分掌等の進
行管理に努め、必
要に応じて指導・
助言を行いなが
ら、円滑な学校運
営を推進する。 

保護者や地域の
ニーズを的確に把
握し、教育課程の
編成に生かすこと
ができる。 

保護者・地域・外
部機関からの苦情
や要請に、関係教
員に指導助言し
ながら、円滑かつ
迅速な対応を図
ることができる。 

外部への情報発信
や広報について、
ねらいに基づいた
計画を立て、実施
することができ
る。 

分掌の進行管理
や分掌間の調整を
行い、必要に応じ
分掌担当者に、指
導・助言を行うこ
とができる。

主幹教諭会議等
を通して、学校の
課題への対応策
を作成し、校長・
副校長に意見具
申を行うことがで
きる。

学校行事や地域
行事等の実施を、
保護者・地域・外
部機関と協働・共
創して進めること
ができる。 

地域・外部機関と
の連絡・調整を円
滑に行い、課題解
決を図ることがで
きる。 

教育活動に必要
な研修や研究を、
組織的・計画的に
進めるための企
画・調整を図るこ
とができる。 

ＯＪＴに率先して
取り組むととも
に、実施状況を校
長・副校長に報告
し、改善策を提案
できる。 

保護者・地域・外
部機関からの苦情
や要請に、関係教
員に指導助言し
ながら、円滑かつ
迅速な対応を図
ることができる。 
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